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し て 行え ます 。 
NIVG シ リー ズ イン バー ター 発電 機 を / 必 4 リル ア 全 9 
コン パク ト サ イ ズ 余裕 の 1600W 出 力 ハイ パワ ー モ デル 
弄 式 束 加 式 
NIVG-900 NIVG-1600 6 NIVG-3200 
0.9MA き 析 カ 1.6k 3.2MA 
所 量 53.5m 拓 気 評 79 所 224 古 
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新規 開業 応援 
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プレ ゼン ト ・ 資 料 、 


税務 申告 バッ ク 
年 間 で 


さら に 使い や す 《 な っ だ GTY デ ゥ 


ー 新 形状 フラ ンジ タイ ブー 
43 
ノ 洗い や すい 
半 カ ー ル フラ ッ ト フ ラン ジ 
洗い や すく 衛生 的 な 半 カ ー ル タイ プ 


の フラ ンジ の 先端 を フラ ッ ト に し ま 
し た 。 


運び や すい 


6 一 17% 軽 量化 (当社 比 ) 
強度 は その まま に 軽量 化 に 成功 。 運 搬 


ヒー 時 や 洗浄 時 の 作業 負担 が 一 段 と 軽減 さ 
ーー に れ ま す 。 
重ね や すい 


1 
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- 積み 重ね ハン ドル の コン パク ト 化 
8 ハン ドル 幅 を 従来 品 より 15 
『 
1 に m 小 さく する こと で 、 洗 浄 機 
1 ーーーー プ "。 な ど へ 引っ 掛か ら な く な り ま 
し た 。 


ここ 
。 給食 バッ ト 用 蓋 as 


人 積み 重ね ハン ドル タイ プ の 給食 バッ ト に 専用 蓋 @ を 使用 
し て 固定 ハン ドル タイ ブ の バッ ト @ を 積み 重ね た 状態 。 


SK-6038XC 


U ハ ンド ル タ イ ブ 
SK-6038XU 
ハン ドル を 使っ て 積み 「-、 寺 詳 ES SN 
重ね る こと が で きま す 。 回 ハ ンド ル タ イブ 0、 


可動 ハン ドル タイ ブ 
※ 持 ち 運 点 際 は ハン ドル を お 持ち くだ さい 。 SK-6038XH 
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に | 


開 錠 後 は 、 指定 され た カゴ か ら 自 身 の 名 前 (自分 で 設定 し た ニッ ク 


ネー ム ) が 記さ れ た 商品 を 取り 出し て 、 カ ゴ を 元 
巣 ご も り 需 要 に も 対応 する ウー バー イー ツ と 連携 し て 、 品 


底上げ を 図っ て いく 


今年 一 年 、 買 物 の 場所 、 買 い 方 、 買 う 商品 が 大 きく 変わ っ た 。 オ ー バ ー ス ト ア と いわ れ 、 過 当 競 争 で 苦し 
ん で きた スー パー マー ケッ ト は 、 巣 ご も り 消 費 、 内 食 回 帰 で 特 と な っ た 。 

だ が 、 惣 菜 の 売上 げ は 芳しく な い 。 家 庭 で 調理 する 時 間 が 増え て 生鮮 三品 の 売上 が 伸び た こと と 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 対策 の た め に パッ ク 販 売 に 切り 替え た こと も 原因 だ が 、 コ ン ビ ニ や 飲食 店 に 中 食 需 要 を 人 稚 わ れ 
て いる と の 声 も 上 が っ て いる 。 

そし て 店 内 売上 を 凌 劉 する の が 、 ネ ッ ト ス ー パ ー 需 要 だ 。 い くつ か の スー パー で 話 を 開く と 、 コ ロナ 神前 
の 3 倍 か ら 4 倍 の 注文 が ネッ ト 経 由 で 入っ て いる と いう 。 

コロ ナ 以 前 は 、 採 算 が 取れ ず に 多く が 撤退 ある い は 断念 し た ネッ トス ー パ ー 事 業 だ が 、EC 関 連 シ ステ ム 
な ど 提 供する ベン ダー に は 、 問 い 合わ せ が 急 増し て いる 。 

大 手 ス ー パ ー の ライ フ は 、Amazon プ ライ ム と 提携 し て 好調 と 聞く 。Amazon フ レッ シュ は 生鮮 食品 の 品 
揃え と 配達 エリ ア を 拡大 し て いる 。 今後 は Amazon が 他 の スー パー と 提携 し た り 、 米 国 で ホー ルフ ー ズ を 買 
収 し た よう に 、 ス ー パ ー を 買収 し て リア ル 店 舗 事業 に 打っ て 出 た りす る か も し れ な い 。 

Amazon が リア ル 店 舗 網 を 持つ こと で 、 ネ ッ ト 注 文 ・ 店 舗 受 け 取り の BOPIS に 対応 し た り 、 店 舗 を 物流 拠 
点 と し て サー ビス 拡大 し た りす る こと も 考え られ る 。 

一 方 、 最も 打撃 の 大 きか っ た 外食 で は 、 テ イク アウ ト や 小売 を 主体 と し た 業態 へ の 転換 が 始ま っ て いる 。 

日 常食 を 提供 する ファ スト フー ド は 、 コ ロナ 摘 で も テイ クア ウト が 好調 で 、 店 内 売上 減少 分 を カバ ー し た 。 
コン ビニ 同様 、 一 人 住ま いや 二 人 住 まい で は 、 自 分 で 作る より も お いし く て 安上がり だ と 改め て 気付 か され 
た と いう お 客 は 多い 。 

パブ ・ 居 酒屋 の 経営 は 深刻 な 状態 が 続く 。 日 本 フー ドサ ービス 協会 調べ で は 、 緊 急 事態 家 言 が 発出 され た 
4、 5 月 の 売上 は 、 そ れ ぞ れ 前 年 比 の 8 %、10%。 直近 の 数 字 で も よう や く 50% に 届い た 程度 だ 。 

大 手 居酒屋 チェ ー ン の ワタ ミ は 脱 居 酒屋 に 動き だ し た 。 テ イク アウ ト を 主体 と し た 上 唐 揚 げ 専 門 店 や 焼き 肉 
業態 の 展開 を 急ぐ 。 

一 方 ファ イン ダイ ニン グ は テイ クア ウト 、 デ リバ リー を 始め る も 売上 貢献 は わずか で 、 コ ロナ 収 東 後 の 
誘客 の た め に と の 思い が 強い 。 

こう し た 中 で お 客 の 心 を つか ん で いる の は 、 レ ジャ ー と し て の 食事 と 、 家庭 で は 作り に くい 商品 を 提供 す 
る 店 だ 。 

外食 は 最も 身近 な レジ ャ ー と いわ れ て いる が 、「 素 人 で は 作れ な い 専 門 性 の 高い 料理 」「 近 所 の スー パー 
で は 手 に 入ら な い 珍 し い 食材 を 使っ た 料理 」 を 楽し お 客 は 多い 。 

また 、 ス ー パ ー も 同じ だ が 、 唐 揚げ 、 と ん か つ 、 焼 き 鶏 な ど 、 即 食性 が 高く 、 家 族 で 楽し め る 商品 が 好調 
だ 。 

今年 一 年 、 買 物 の 場所 、 買 い 方 、 買う 商品 が 大 きく 変わ っ た が 、 来 年 も こう し た 傾向 が 続く こと だ ろう 。 


『 月 刊 コ ン ビ ニ 』 編集 長 


毛利 英昭 
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二宮 忌 巧 意図 お \@ 
毅 思 に 窒 GSAW 
選 や へ 17 MG 応 " 
で で で で 公定 似 王 0 
ン レポ る お 8 うり 
4036 JH ANH 避 
餅 」 対 題 8” 0 
3968 諏 4 や 
選 軽 史 井 四 G 消 還 " 
けり で 守 困 股 <S 選 | 
0 二 さこ) 
福 呈 癌 粗 3 J8 
慰 王 めじ ろ ぬ 上 妃 " 
ドル 
SCIENCE 
「J で し G 党 る で 
羽 」「J で 公 0G 虹 
で] 計 紅 転 NG 
( 図 骨 ⑨)” HH 相 朱 
素 注 8 や NAO- て で さか へ 層 必 マ 
公演 宮 pN9 議 し OMOT WWG 穴 
せれ や し じ 福 本 約 筑 くつ じ が 県 克 
仙 宇 は くく っ ) | 本 笛 弄 も 維 ひ の " 
宮 S 王 守 叶 は お へ を で 下 う ロー コジ 


調理 の 手伝い 


これ か ら の セブ ン - イレ ブン の 使わ れ 方 


新た な 人 の 動き に 合わ せ た マ ー チ ャ ンダ イジ ング を 強 化 


10 


2020.12 


コン ビ 


ー3 ろ の 訪 度 信 で RS の 選 の 所 7 
記 !Q で 選 半 還 名 玖 いじ Q で 選 周 
認 公 約 い レ 記 で 選 條 往 ぐ 王 に 訴 
玩 篤 寺 つ レ WS べ S 設 0G せ ド " 
で で で で うつ いり リリー 的 角 選 つじ 
妃 92 の 丸和 選 RASNG? 

つ 公 つつ 剖 室 A Jin つ 選択 室 
環 下 つ 半 ン 8 り し 因り 8 つ 案 
刺し お 8 る お 光る ろう ろり 丸 除 編 じ 
SN6” OS ロー ペール さ せ 
Ke)” 卸 則 し 議 衣 ぐ 宮 雇 公 天 ご 
" 赴 弥 察 つね りり "店 軌 半 雇 
黄 半 し A9 地 角 色 腹 w* し 0 玉 ” る の 
いつ に こい mnOE 
選 幼 記 活 6 称 選 の 朗 ぐ 写っ 揚 呈 
交 46 の る で の 避 つ で で りえ 
い 刀 中 一 人 K 室 志 60 しろ)@J っ ) 的 や 
NAO で さか へ の つい に) SOS46 い 8 
革 キ NTN つ いろ ン SG 公 旬 宮 
AS" 

中 ロー ペー ドル させ 4 で セー ト 
と AA AN48 で 6 し Sp 
3 | 忌 約 悦 和 千 公 人 SN@ つ 7” 応 球 
SN@ う っ 心 際 級 洋品 ン レ 8 
8 っ 2" し 8 お で 8 お NAO- で て さ 
私 へ りつ し 計 的 い ウス ン リ 3 
FSSY て 


州 第 @ 頑 咽 的 ソ つ 
RhY ハ MG 計 選 玖 図 N9 


完 48KKK 私 ト Y・ 人 KKAG 提 GE 


論 宜 8 J で 6 し 「 | 仙人 R 誠 計 筆 
唱 」 宗 王 や PS の 刀 7 ロー ペー ルド 
さり 3 8 臣 3 | 所 は く K 計 穴 つ 
貢 豆 2 WS 刀 G 彼 翼 jp 超 と 7 
忠 補 は K マ ーー 公選 庄 つ 癌 選 2 う 2 の 
妃 昨 一作 室 部 CNG" JJNO 篤 多 
KK 入隊 旨 可 的 導 選 つり つの 84G7 
いつ 刀 穴 つ 誰 羽 役 0 癌 て 69? 
りり 06 の 政光 及 M 届 る の る 
いり 妃 坦 交 騰 豆 お そる ぐ く KK 尿 対 
剖 選 つり 608 癌 訣 和 く RS や 半 
に PKGF く ko 
で で で で 2" ト に ベー 肝要 間口 
可 じ 洲 時 つじ っ 19 衝 。 直る 計 還 釣 守 
し K 志 圭 選 はい 競 和 2N67 Un 
つや SRX 交 「 SJSSJ、SA) 訣 共 r く で 
し ろ 的 選 っ ? 本 呈 43「 そ 8 く K 和 
ルー ミト ーK ヘ ユー る 
8 くく K 糞 和 0 中 私 ト さ IN9 
く 公 全 」 ( 窟 守 Mo に の 選 )* 
3 


め 


小さ な パス タ 
カマ ン ペ ー ル & チ ー ズ 
リー ム (税別 370 円 ) 


バジ ル 」 (税別 370 円 ) 


小さ な パス タ 
海老 & モ ッ ツ ァ レ ラ & 


YS | し" 淫 明 し Ne 性 証 ぐ 
素人 She 攻 主 ぐ 軍 くく K 尽 つつじ 
ーー か KKT 玩 東 っ h9P「 夫 
へ K 一 人 ト 江 へ 条 さ く 人 K 尺 」 ( 室 宗 
ざら )^「)SY0 つう) 室 補 ぐ IN 
下 そ 心身 一 に 人 K 尺 」( 室 京 oo の 包 ) 
銘 絹 詞 つ " 宇 WG 部 守 会 0 ツン 鉛 公 
Ne し 坦 地 菩 ぐ 収 征 交 明信 ろ う り 
Np っ NG 


あさ り ス ー プ ボン ゴ レ 
パスタ (税別 450 円 ) 


あさ り と 帆 立 の クラ ム 
チャ ウ ダ ー パ スタ 


(税別 550 円 ) 


ベー ト く KA38S 時 公選 琴 JK 一 
か 史 詳 YO や 節 正 衝 申 的 甘 っ 妃 選 
塗 は つり へ he” 1JG 秋 正 應 37 IN 
ーXA 467 na 忠正 つ ^ 
型 折 jpK 季 療 詞 志 肝 は の 療 や し ろ 
he” KK いろ し jp 宜 刀 癌 季 正 好 


鞭 品 6 の 曲 つ し ろう マツ 

て へ せ 下 つじ HH ロホ 短く へ 
っ AHAKA ペーKA7 
SQ くく へ 立 0′ 一 訓 揚 へ 拓本 公 や 
か へ て さい AG 宗 棚 呈 療 垣 呈し 准 
nAS7 つ 公 つ ^ HH ロホ 守 は 8 くし 7 
ESPNE ミ ー ド ZS10P 
SM"「 深 経 」 お やじ 帆 と OhG^ 
「 社 広く 」 し め 赤 て QtG7「 誠 計 昌 」 
うつ いじめ 條 CAQ で he 将 へ 
Ne46 い 8 揚 呈 人 K ン 年 嘱 つ ( 図 
培 ①)* 

冠 半 和 きろ mM 肖 交 最 中 つ 選 染 ” 回 
に YUIPS セ た こい ieiEESYOETIGKS いい: 
錠 興 喪 ⑳p ] 楽器 穴 つ 人 る N@ ハ ー ハ 対 
突 交 プー ト K て 畔 恨 半 帳 尽 半 室 選 
し 宗 ぐ 地 本 測 宜 ぐ 王 や ロ 晶 4 和 
選 じ っ N9" 研 導 密 8「 第 へ 人 トー 
人 か 町 の 硬く へ 」( 総 誠に o 鐵 ) 和 を 
「p nnos6)J 3J89 ホ ーKo 還 < く 


ボ ポンデケージョ 3 個 入 り (税別 178 円 ) 
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や 」 (総記 の の 外 ) 釣 絹 恨 生 N6? 
吐 人 ぐ 電 嘱 ぐ 寄 察 的 つ 光 っ” つ 合 つ 
半 守 Q JG 揚 叶 m 乱 p 党 た っ 占っ 
うり 妨 振 吐 交 絹 選 つ " 

りり で 8 演 く へ の 肌 水 へ 対 
王 つ ロ 評 衣 世 に GR や 光 つじ" 
己 晶 較 記 赤 更 つじ 所 生 DS 誠 
店 8" 統計 ロ 深 家 で 吾 宗 nES 


明日 の た め : 複数 日 


ュー ノー マル 
さま ざま な お か ず : 複数 品 


図表 ④ 食事 バン ・ 複 数 個 入 り バン の 提案 


宗 <n や 公 人 SNe6n 競 所 容 弄 長計 
つい "936706 癌 訣 世 4 れ m 胃 + く 


(8 勝 玖 ) 0 計り いじっ や yeaen い 7 


十 ロ き 計 家 対 王 つ し ろ 0 刀 うっ JNN ロワ 
it 


岬 nH く ー ニ ミー ふり 虹 紅 IG 

板 刀 o 征 嶋 私 下記 fnI@ 
TH ロ 容 を 党 
CUFN Si に c ぶ AEASFSJ 
へ 倒 い 妃 " 攻 区 へ へ へ 心 
に 移民 ロス ユー つろ い 
IMU ポ 迷 RG 補 人 
の 


し 圭 民 ph9 事 会 束 上 
Ne 着 福 - 中 リ ロー 多利 
AN6JaJ 法 居 束 S の 
や ら 。 4J 凡 記 公 昌 束 
さっ 灯 いい 
hG 牌 認 334SN@ 人 S” 財 認 
3 条 聞 玉 う ろ 愉 一 
人 K 公 赴 %0 レツ hG し 
GS 詞 福 生 中 人 4JE30 し 
っ 9” へ つ し 回 過 対 
互 で 彼 吉 還 つる 
ーK38S0 SG7 

鎧 肖 慰 抱 入 堂 で ビ 
製 問 宙 っ 定 宮 DASt@ 


食事 や お 酒 と も 


1J で 43 RES で 
SR 寺 呈 98 合い 


公 イン セン ete っ J7 


妨 " で 宏和 HR 選 d 和 ビレ 
交 旭 JDH で で お で 会 K ジ 一 
釣 下り し 香 聞 脱 宰 衣 つ いく 公 史 っ 
3 や NAT て さ NAS 来 沙 光 る 
YY 

(「W*o 恵 IN」 半 宙 採 装 ぐ や 
Ne9S や ぐ ) 「 役 構 < く 記 虫 」 釣 環 択 つ 
過 ろ つ ” 思 恋 1 や ・ に 選民 記 に) 
つじ (NKKINS マ ーHAJNSSNS) 
飽 QN@ お G「 役 尽 評 曜 」 jp 球 握 
つ 刀 る? 人 る ン 人 る ン 役 氏 王 挟 " 下 本 
ゴ 詳 は 4GG や に 5J つ OR つ 選 め 
SG 多 皿 定 族 誠 ′ SJn 和 を ひし 坦 和 僅 
補 寺 で 8 定 京 笠 い 8 会)6G 公 jp 
00906 人 KKー 逸 出 避 し 8 迎 愛 
Si リ 一 交会 6W じ っ 的 炉 る 和 
いこ 2 

征 水 3MgEI く 一 ス ー 色 本家 宗 
me 一 耳 まさ ざい jc\ つ ) 
づい 宮 YR や 当 8 る 作る 人 
半 潤 定 苦 1ー 人 K 公 人 SN6 り 回 色 つ 
し 2i@” 育 叶 や つい し っ 9M ほ ベー に 
ーS 洋 表装 や へ て さか へ うつ 
し 忠 SRK ぶ ル て TK 了 hhG 泡 午 色 維 
No” で 旨 p ら っ ロ 慰 対 写 選 し = 理 澤 XS 
S ぐ 世代 SD 人 邊 応 当り ろ 所 " 
や で や か へ - て で さか へ せつ 会 
SE: やこ) 人 K で た に 10 
っ 19” 宏 S ペ ーー お せき 愛 LO 
S で で 宗 | 楽 避 望 の 望 ぐ し 0 応 " 
選 下 計れ G 思 jp で 所 で 記 の 


で いじ" 畠 つ ろ 征 千曲 HG 半 味 写 短 
つじ ろ ン JJ 交 に 察 記 で 望 
で しろ ツン " 也 選 ぐ ペ ー ド ポー)3 玩 い 
妃 呈 主計 水 還 じ W で 387 p の nA) 赴 郊 
G 判 庄 38 財 委 ” 誤 処 騰 @ 羽 人 p 明 
36N@3JWN じ ろ )G" 


ミケ トーK の 局 
興 選 史 環 KnIG 

1JG に 宮 へ て ト ふ て 計 宮谷 
選民 計 記 測 お 9 あじ くろ 上 妃 2 ( 図 
地 ⑨)? 間 半 投 民 明 め つい し 7 中 を 
よーKG の 選 交 興 忌 投じ 息 避 妨 
RA の つ キ リーベ 。)′ 女 ロ % ン 
心 旨 n6 訓 調 絆 @ 由 や 釣 共 
所 せ つ を ン つ 選 "JGAN ト ホー 
半 絆 聞 拉 隊 明 つ "セー や キ へ て 
人 へ 選 計 運 つ し 志井 装 軍 信じ ろ が 
妃 ろ NN っ 1@" 

夏生 中 を ホー くい し SUS 
EN いく 2 いい 〈J さ ぷく たい バ ず で ACGS】 
人 EAT 36 条 下 全 を ホー 人 K 対 忠 
を IN 肢 衣 つ し K マ 一 公記 下 和 
AIN 党 fp" K ペ マー 色 半 和正 
ミー ホー に つじ 己 察 対 半 呈し くろ )@" 
和 り 84G め し m 一 私 さき を Rー 
いさ ミー へ 半 5J′ *06996 刀 載 附 二 汐 
SNe6rnS8 舞 つろ 恨 束 較 本 XpN@ 
メニ に リリ た 8) 
に EEEIE び IN 全 に べり PS て ソ ) 
かり まま いで この た リリ 
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Sen8 へ て 性 9 時 削 
下 Jo つ の 皿 相 じ 了 主 つら く ン い 
7 

り J ぐ へ て トー8 選 に G 当 束 泌 し 
人 YYm ニ な いさ (に 1 


つい し っ っ 世 う 選 堂 つつ Q 選 に の の 
の EESTMNK 青 豆 全 の " DSQ 
で さ て トー 投 也 計っ セー キハ 
YA や や p 貸 oN97 DJ の 
臣 に 呈 団 38 | 収 ロ ー に の 所 引 じ 蘭 
詩 つ "福袋 憶 つ し ロロ 
公 守 2 っ DSS 補 ロー 


9/7 週 導入 
173 店 
だ 


+1.6 


に だ ツー ルー に MS こつ に 3 
僚 王 じ く へ NG" 


+1.4 
+0.5 


43 
+87.4 | +15.6 
+10.0 


先行 導入 


+ ら 8.8 


さて ト や て 玩 倍 選 刀 
宗 芝 約 朋 随 富 ロ 宰 wW じ 
っ 1@ の Sp っ hG 人 握 呈 
S 圭 革 く d で や 移 旨 聞 有 


+3.5 
+O0.8 


オー プン ケー ス デ イリ ー 商 品 


酒類 


リリ ンマ トリ 
杏 WW 和 phe 近 刀 部 てい 
ふのり で 宙 お 
に に さく ISY 


で で で で せい し の 

や し 的 の ” 滞 時 や も て 

3) 実 寺 つじ っ ょ @" 
1JG 有 党 ぶさ て トム 


生活 デイ リー ( 野菜 ・ 加 工 肉 な ど ) 


スイ ーッ 


前 年 差 の 地区 平均 と の 差 : 千 円 日 


さま ざま が 商品 の | 売上 (た ば こ 除 く ) 


帳 
1 
ふ 
IN 
a 
上 
時 
ビ 2 
ハ 
む 
II 
ト 
謀 


K 
8 
P 
1 
ト 
we 
| 
拓 
@ 
志 
図 


ビュ ッ フ ェ 購 入 が 
さら に 可能 に 


て 6 の き を 
ーKe 尾 宴 民 本 


NeS。 WS 坦 村 ぐ 牛 し " 


ホーiKS 呈 滅多 計 選 
つい し RA を 年 
ー ミ Sn 手 呈 9 曲 余 
つっ ツマ” 羽 に つじ し 湯 
容 @ 本 つ 和 時 つや 
財 弱 尿 民 区 で 


演 夏 六 じ SN9P J で 3 


ぶ S 寺 組 4 符 対 堂 つ 届 JO3” 家 
つろ へ て トー 記 弄 つい "03630 
6 競 志 く PD で 会 詩 8 で XN@ ら けり 46 
で "着付 ホーfKG 恨 二宮 中 叶 民生 
局 jpN@ つ 7 給 自 め | 所 は く K よ ヘー 
S ぐ モロ ベト vi@S じ 委 G 恨 二 早 
選 p 窟 中 つい しろ)@? 

1JS 自 表 K さ て いか 3 リー 
ペー ルミ 香る ろ し S 和 y | 世 | 下宿 
前 OS 室 N9 雪 つ 2N ポ ー ル トー 
忌 AneA) 起 模 つ くろ )9” 棄 つ 忌 撮 
HH48 | 芽 は 6N6 公 「49yQO 普 語 」 
所 応 玖 涼 国 * り や N6 06068 弓 呈 
ED に eoccx4EJ に 3) 
し " 畠 つ っ 並 宮 豆 や 肛 下 弄 明 的 
や か へ て さか や へ の つゆ 部 諸 や じ 
る 上 刀 る ? 

WS | 選 し 自選 票 公用 WW お りう ) 
へ トー と へ 心 釣 決 そ つろ ょ @" 
へ トー と へ ふき や へ て へ へ 
公 壮 思 避 提 守 的 つ ビ スン 慰 本 
ー ロ 8 で 寺 史 う JOPp)SNeS 
し 定 肝 直交 較 科 ph の S 人 る 豆 ” 自 汐 
局 KjpNeG 人 RS へ トー へ 対生 
軍人 PTNINK セ ルト K ロ つ ピ ロス 
1J 必 3 計 還 つろ )@P へ トー を へ 
ふ 3 医 で 記 べ 反 或 肝 じ SNe 人 RS で で 
喜 宮 人 生 る パン SS へ トー テス 
公 軸 現 つ いっ hG 中 細 半 20” 革 寄 対 球 
半 案 へ て ト 也 宙 図 的 定 要 つじ くろ 
交 選 る? 


6 共和 G 志 呈 本 巣 り っ 337 


人 征 選 PS)@ 人 SQ や NAO で さか へ 
し いて へ 學 胃 + く jph 8 地 拉 jp" 
noiSNete4G67 TK ロー 填 を 
IN 基 人 つる 役員 @ い て へ 臣 
彰 jpNe6AJ′ 選 穴 如く 悟 呈 的 
ー ポ ー う 必 穫 和装 裕 で 定 型 起 G 列 
税 8 泡 民 に 豆 革 BSO し ろ )G" 
SN@ っ お つ 圭 ロー ミ 角 p る つ 物 
っ ポン 8 住 E 束 沢 G 電 人 つ り 公 
で Jp)@ 疾 提 写 部 サリ ー ベ 最 則 家 
つ 貢 届 っ 所 p 2)@" 葉 宮 6 由 令 
や お Q だ し っ る 揚 呈 で お で 
G つ 條 全 押 PB) つじ 想 除 訴 選 お 
し っ ツ "DS 堪 E 寄 公 放 おい" 
ペー ポー ふっ)6 で 軍 還 癌 上 穀 下 頻 伝 東 
中 だ だり ろ ン っ) 


0 地代 本 避 績 只 つ お 
廷 赴 nBG 層 也 診 放 
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壌 評 坦 G 有 間 己 幼 一 還 半 守ら 回 
そつ し Si@" 


志和 HG 層 FI@ 相 上 付 層 
ロー マン ヨ 凶 慌 圏 ボ 


ENKEoESUOuiE3 に < ドー 
六 包 ” 層 国 8 幼 Q 思 着衣 己 和 っ に " 
昧 栄 家 3S 之 洛 き つい 世 繧 六 潤 ぐ 
志 吾 守 氷 天 室 マーK ウ Q マ 山下 
財 計 考 つ JJ4J7 MS 癌 頻 革 図 慰 侍 
ンコ ツー の に 遇 思 G 求 記 は Sh" 

記 涯 ぐ 幼 周二 埋 約 に 呈し 宮 ポ 寺 
si9 突 塞 は いろ し” NK7 コ ユール 
ーー 刻 臣 人 深 民 EWWO エ の ( 党 ) 
架 民 家 窟 性 基 中 ぐ 思 講 短 琴 「 
S (TH 本 容 ぐ ) 江 実 会” いつ 
避 ン 思 ン うろ 愉 和民 人 の "WS 
* つ 36xm ン 、 拓 ーー 叶う り 所 才 つ 7 
豆 形 富 世 じ )9 小 や 7 WS 巡 3 
回 記 jpy@) ろ mWRR し 愛 宮 客 求 計 


選 ひ じい @」 う うつ ” 所 世 は OO る し お / 


震 過 付 因 を ロー テ ネ て を るい 7 


IDG4H 抽 豆 約 モー て lpN@" 


己 G 宜 天 勾 刻 で の だ 弄 称 悪 羽 や 
しろ マン “ 

相 民 坦 十 時 S 章 沿 3" 衣 准 
SMO こい JE 


刀 較 思 坦 冨 交 王府 pyO)AJ の 97 所 
容 ぐ 下 要 長刀 剃る 会 中 氏 幼 測 垢 
完 弓 つ り うし 回 度 受 写 は SN@" 
WS 泌 ぐ 回 玖 本 お し” 拒 Q 包 斗 
詩人 S 民 G 簿 壌 評 電 3K0 ン 年 中 
紀 過 お 汽 弧 つい OSNe" 

EKo に さい ti ヨ に VSE NE 
愛 隙 還 " 邊 守 塵 ( 生 家 ) ぐ 避 訟 3 
Qoo マ 六 四 " 扱 つじ 性 堂 角 3 TH 
直 記 一 6N9 補 所 ふ し ター に o の 選 
外 慌 RHHoR6G 近 癌 長 還 国民 回 
窟 ANK に 呈 詩 宣 く G 球 論 幸 臣 涯 
も 6 往 来 豆 三 さ nH ロ 扱 肖 称 型 計 し 
氷 刀 つり うし 人 軸 選 で で 
辿る ふつ" 表 つ し KKー 写 愛し 有 


斉 起 iih ハ ふき ミリ 凌 S 


FESTNK KN トト 7 ユー セー て 
G 情 鷲 裳 G 没 動 計 0 し の 症 SN 
INK 湯 つ 店 0 和 N@4JSS 遇 前 二宮 ぐ 
富 ⑯ 記 克 臣 只 評 坦 3 之 作 G 闘 上 厩 国 
Each は に MEE ぶ JPM 


の O 移 部 協和 や だ 
に 県 四 G 四 詩 古 赴 世 了 絆 


韻 RG 肖 や ぐ 環 英理 肖 り つじ 人 
叶 製 8 還 幼 革 対 拍 芽 包装 電 和 
( 図 剛 〇 )” 掴 天 己 つ 選 に 内 還 多 電 吐 
ざれ 0 音 R 交 短 人 る 宙 選 " 祥 旦 届 
短 曲 了 pte" 振 葵 血 守 寺 
装 池 ′ 図 相性 式 編 臣 対 覆 逢 3 トト 
7 ユール ーーN 選 的 し 塵 苦 寄 直 
刀 此 癌 CSKG 忘 技 評 尿 軸 伝聞 准 つ 
し へ i@"” 中 振 3 革 半 呈 競 ) 選 拘 つ じ 
コ ポ 普 池 つ じ 更 ” 地 装 覆 共 上 W お 
べく で 選 誤 で 〇 の 葉 雷 G 斗 宗家 
少し 下 半 つ し 告 記 O 選 公 し On 
束 し XS" 

「 評 譲 軸 色 澤 夏 章 じ 疫 志 じ WW 癌 マン 8 
0 丸 弄 幼 丈 福 逢 つじ 直 中 キ さ 
へ 公 装 つり ろ h7 コ 編 ン 本 いく) 
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NEXSI に リー うに j 才 4 
電 つ 選 G 公 玩 枚 記 2387 を Ne を 
3 約 強 9 入り 3J” 回 営 缶 G 
っ PSNe” の の 〇 (GH 朗 ・ ホ ーSJK 


・ 提 想 ) 交 右 雷 つ し 219 芋 3 の 人 で 
の っ 己 二 全 区 どり し 朱 る hG う ) 総 詳 
つじ 2hNe ぐ し "で 多 豆 蛋 呈 光 に つ 
へ っ ie 嘱 王 XSN@」 (NKK の ユー ル 


ーー ギ 棚 居 攻 S 守 WW 野田 範 選 軸 ) 
守 せ ロ KKK ぶ SNS 富 く 
週 志 ろ 世 細 漠 知 尺 称 主 つ 
coI こ に つい Ja) 9 た りこ 4 放 ULES) 
Ne 還 涯 G 演 泊 計 下 Q く し る 


前 年 比 108% 
和洋 中 の 
惣菜 アイ テム 拡充 
ミア ムシ リー ズ 


プレ 


1@* 
層 党 宮守 旨 っ し 3 時 
議 公 心 問 防 つ S 日 つ ト 半 年 
し 悪 ぐ 媒 資 壮 幸 対 寺 会 
つ 忍 宇 幼 m ン ベ 完 問 測 つ 選 " 
号 本 し ぐ 翌 賞 形 則 


に 1 


*・ エ リア 本 部 主導 で 地域 特性 を 活か し た 店 舗 づく り の 推進 
ラ 地域 フェ ア の 実施 (東北 6 県 、 北 海道 沖縄 フェ ア ) 
べ ベイ 会 員 対 象 の 地域 限定 クー ポン 配信 
* 地 方 自治 体 の 地域 振興 プロ ジェ クト と の 連携 (秋田 等 ) 
・ 政 府 経済 支援 策 「[GOoTo ト ラベ ル 」「GoTo イ ー ト 」 キ ャ ン ペ ー ン 


本 ぐ 庄 上 党 王 深 列 


8 員 
時 トコ ^ 
家 時 軒下 
内 壁 の 
芝 EE を 
較 吉 
も 還 1 癌 MS 媒 連 N ト 選評 
還 3 司 NF ト の て て 時 わ 妃 尋 党 補 
昌 回 9 四 則 ペ ー 和 へ S 因 上 " 民 忌 加 
に 重 人: 況 を ee 潜 朱 宮 NH 
革 N の 衝 a F 和 当 g て JS 測 迷 ” 深 括 
上 判示 h 人 き ユ 算 呈 ご 収 枝 角 「GoTo て 心 そ さ 」 
wmHfft リ 本 = 「CoToーー」 ふ S 革 そ へ て 
2 由 き 名 ー ハ 天 球 講 人 る 宗 賞 氷 
に O は | 昌 埋 つ 恩 別 垢 包 天 る じ ろ 
し o 
。 1&| 田 82| 衣 | 伴 せ 
久 訓 。 っ 音 き 中 万 で で 
軸 二 語詞 本 人生 所 さ う 区 K レ だ いい ユル 
吉 
0 2 利 SE 記 h9 
RT 欠 ら 護 - 和 胃 党 き エコ の た 1 で に: 3 
過言 冠 紅 必 
民放 く 8 計 ト 押 FER 演 加 包 お らい らい 
罰 講 @ き 明る 4 ロ 由 天 生日 圭 9 や he 安 仙 
BAR ・ 2 の 
6 層 租 型 ぐ ぐ 表 品 コ つじ 過 
GO 柱 湯 党 本 EK PP 
旬 削 泌 震 民 は 人 骨 全球 才 壮介 つじ 2h@「 更 
図 ご 晶 重 包 名 1K 了 図 遇 Yo で 電 知 」G 涼 つ 


忍 ( 図 剛 ⑨)” 岩本 8 二宮 「 得 
野井 癌 」STNINA 和 を 銘 志 | つ 

が PU:cpEitt- さ SN( さ NEC こい 5 
いし 人 87 比 察 公 避 Rー 宙 採 和 詩 
堂 黄 G 訴 ろく D で 和志 ERAO46n い 3 
羽 際 G 寺 羅 線 選 誠志 さ し 219? 年 
晃 地 史 来 め 二 家計 本 遂 " 
し 察 半 jp 本 揚 NG 時 六 和 を 地 評 
に ceESVJES た UP に TO に に 
KK つじ る ツマ “ 

「 室 応 直 8 剛 弄 し Sp ン 83J 室 
世 っ 忍 宙 お hG 征 朱 豆 的 弄り じ 緒 司 
ph 一 TK3 唐 交 っ MSN@" 軸 交 
Jp 会 刷 和 を 生 ン ツー の らら 名 う 公 ーー の の 
外 ぐ 倒し 垣 呈 府 論 つい ろ 県 2? 征 
早 井 H43" ベー ミー ルー ふか て @ 世 
容 交 3J で 居 お 大 で NeG 公 ろり 妃 弱 
つ ヵ ASN9S。 セー 私 捉 乱 室生 
し 2N@SM。 ベー ズー 公選 啓 64 る 
An46SvD RS で で TTA)1S 軍 愉 
SN 直 四 名 貞 2 っ 920 天宮 
立 交 つ 選 振 呈 交 理 球 つ レ スン 」( 時 
田 遇 ) 


年 ど 言 宣 斉 知 BS 嘆 吾 可 層 つい " 


110SRi ト ユー 旬 R つ "1 0 
人 ト 中 ーー 出 提 中 PySNeKN 
さ ・ か つの 過 手 コト 提 一 S 小 条 
ユーS 岩 恨 公 牌 了 の "に 家 め 租 記 
eS た vcteEtlErte に JJ 
民放 つろ ン " 己 下 は 8 へ 人 K 表 
NH 近 民 ーー ホー ム AH NG 過 飲 衣 邊 
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尼 全 癌 玩 つ 「 肛 避 本 THINHN さ 
ー ミ 」 ーー に o 針 ( 綴 : 認 刺 ペ ヒ 必 ) 
旬 疹 己 世 上 8 突 彰 玩 宮 h ミ ぐ 
「 避 編 9 約 く り G て NATー」 
NNEON 

才 六 TH 相 宮 は 提 ろ し 赴 所 
号 還 班 斉 ね か や S 詞 選 8 計 震 ら 慎 泡 
つじ 給 ” 近 刀 部 TINA 和 を うつ いじ 
JO か や 」 交 IOd 和 S" 

「K 聞 詳 和 8 避 座 」ー の o 包 を 「 る 
ツバ 外 完 静 」 一 の o 外 の 2 の 尺 肖 
写り 下 表 スロー ロリ 8S の 尺 涯 
EEEE 王 人 EKNLOTOMEE コ に リッ 
し っ マン “ 

1JS 察 公 届 本 指 本 豆 お し ト 
さり 〇 腕 屋 誤 KJ の 87 人 
入 全 蘭 思 つつじ" の と の 和 を トト 7 て 
て KN いつ S ふ ー 徐 へ 居 M 交 っ 誠 
ON) に に いい 
間 潮 つり っ ろ マン" 

NG 層 らい 訣 褒 球 束 3 の 下記 玉 昌 
つつ 時 「 朱 中 圭 」 会 売 理 拓 り 民家 つ 
し mo の ポ の 中 公式 上 全 やじ 
悩 届 つね 「 電 時 *9-S 電 汗 」 吉 玩 一 征 
う 党 つじ 恨 d 角 コーQo ポ くり) 足 嘱 つ 
S" ら 避 も ロー マー 状 室 内 つ ” 束 
撤 還 区 地 人 る 玉 NHKX ト T 公 B6 
19 較 時 細 史 民主 つろ) 

府 時 1NA ぶ る 窒 凌 G 問 過 き いろ 
し hh て KN さ So 下層 衣 天 
G 気 か ヘ ロ ーー 局 遂 43 の つの 尽 ロ コ 


過 毅 租 つ / 填 キ AHNK 選 笑 p 有 
ら ぷ ま っ) 生やし ー マ さつま っ ぷら 堂 回 
只 回 つ 2h@” に 式 玉 33N ト て 
ヾ 入 く ペー 王寺 和 松 J" ー 穫 AG 因 
中 守 や 甘 涯 く ぐ 和 NG 詩人 
し 8" 織 絶 旬 「 所 1 〇 PQR 
聞 居 味 款 」 八 言 つじ " N ト の ル 
運ぶ ぐ 4H 較 RG 思 結 や "NFK ト 7 の 
て て 天才 的 選 居り つ 選 " 守 志 堂 起 つ 


し 2i@「 和 半 2」 和 を 「 ロ ー ハ 概 補 jp7 


時 p 束 ロホ ーSK 記 記 球 hG 二 還 
8 宣 拓 G 党 坦 招 号 弄り や 


し 2 マン“ 


ンコ ニコ ニ ビ レコ 


お て ミー ロー 稚 昌和 ヘー NNK ト 7 ユー 
ルー て ぐ ゞ 刀 Mi ト 伏 系 SU 血 村 4 
喜 ロト ー ふ ・ 愉 へ 」 羽衣 半 RE 
ご 考 滋 吾 宗 G 類 揚 志 る ” 半 諏 トー 
ふ 対 昭 下 つき HH 央 M は 6 の 楽 過 
呈 彰 幸 入 水 還 Yo や し うろ マ " 


壮 嫌 骨 画 記 県 嘱 ご nt@ 
固 癖 や TNINTK ド ーー 


号 回 氏 層 時 穴 らい くじ" 号 主 富 ぐ 
写 雪 4606 並 誠 打球 宣 記 6 へ 
K ペ ーー や し" の 応 表 梁 @ 〇 の 
世 涯 公 DS 吉 誠 ぐ め っ J 世 澤 別 乱 0 に 
np っ n@? 

「2NQ2Q 避 醒 引 "球技 0 錠 閉 
媒 玩 党 軍 つ ゴ し 咽 人 宮 普 記 所 半 
釣 評 譲 還 色 写 要 pe" 志 呈 閉 請 を 呈 


召 要 お G 閉 誠 55JI ト ー ぶ 勾 牙 語 Y り 
で いり 2)@S し "りり で 多 庄 宮 府 | 
つい し っ i9" 忠 梁 宮 計 謀 世 全く 逢 D 
ー 紀 SN9J3 り 色相 殖 S じ 7 條 一 入 
EE に ) り (74.91F ペ ニー の るい め さい) 
茹 へ ” 員 池 会 丸 的 い ン トウ スン 
り 3J 欠 RSRSSK へ KASG" 
JJS 認 還 伝 宮本 弥 志 送 選 甘 早 つろ 
1N64J3Nw し っ ぷろ 」 (里田 男 ) 
6 過 。 避 淫語 科 半 お 四 提 用 緒 * 
補完 王 時 加 二 鹿 ぐ 球 宇 つ SS0 信 閉 
汐 で 3 弄 計 長計 選 索 明 ーー の 送 
包 Ao 下 公示 に つ " onBHH 
直球 庄 選 豆 W の 選 や 6 ら 列 言 し 計時 つ 
じ 架 紀 須 四 ) で 据 じじ ス 16" 
JS の 中 会 人 op 選 穴 本 涯 史 寺 幼 
phN9 る SG 別 評 飛 買 記 CnSS0 評 諾 
に 1 トー トニ に MK いさ ざこ te) こ ん 
Je 

べ 財 に 選対 耐 国外 涯 測 短 羽 
緊 つ つい し o 民 8 剛 慰 WTNINT 
KR ポー シン 包 器 下記 〇 や や 衣 交 ろ 迄 
志 は OO 生 Jp 選 寄 い ハン SS 
症 潤 等 証 ぐ 忌 記 公 共 Qie” の 
選 公 8 店 天 末 民 AK ト くる 装 垣 失 つ 
し 下記 尽く ヘー ハ AS 旬 民 や 玖 
信じ くろ マン " 
SKKAKASINS 宮 で 選 喜 
3 つい し” 捉 志 光 べ お ヤーG 定 肝 記 疫 
昧 を く 茎 は 反り 0N6 ル 人 下 へ 和 
いで いで た ENPT リ EE で い 


IEEEKEeek ニ そつ に いさ 
JDH 愉 銘じ 部 更 つ いろ *G* 

4⑭・ 雇 要 く G 固 の 震 列 つ に 
JSQ「NK の yo ooS 稚 本 
AQO ゅ の 」 細 他 つ 選 " 

呆 Mm 秦 い ン 啓 ぶ 訣 麗 つい し 「 拒 
ーBNNK 下 公表 家 記 の 震 記 " 


に 世 で へ 「 さ 公 結 本 用 」 誠 蛋 誠 7 


WS 所 表 。 へ 私 合計 烈 近 人 節 に ポ ” 時 
吐 加 昌 補 室 裳 mR る 3 刺 ( 詞 の らら と 
直営 表 来 ) 人 YSNeJ2nY 67 
お NAS H 有 縮 計 コ さ を 生 洒 S 
StrWES 人 SNeYon い で SC 
否 慢 つじ へ ie" NG 演 味 ′ 酸 腔 居 丹 
0 里 也 革 常人 生 的 まで" 迄 宮 抽 
PTNINKSRG 民 中 骨 4 いじる)9 
(oo)" 48 包め ・ ろ 
の 地 眉 S 王 井 回 全 弟 角 対 図 い し 
る h* 

早 QG 詞 必 宮 共 案 「 匂 呈 ロ K 足 
填 」 に 世 8 和 SKK 肌 吐 回 現 対 占 臣 
つ 選 お NXG 詞 所 過 亜 宗二 甘 
出 GmNRH 陸 宮 守 対 療 志 ” 凝 湯 神坂 
し SNG 度 肖 介 経 評 党 つ " 

可 OG 記 の 宮 共 冥 明 介 球 明 RIKG 
定 党 "の 芯 38 和 お NAK 正之 
へ 回 家 「 く て 本 KA へ 半 」 ぐ 忘 ら 
各 8” の 下 避 38「 量 一 外人 て 
Ri ト マー 向き 吸 難 」 介 型 つ 天 拉 
早 居 交 補 * ぐ に 府民 OO 中 拉 征 
忌 和 握 酸 才 r ぐ く jpno” 
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宙 候 表 @ 昌 一 K 司 詞 忌 玖 
つい naQ 思 瑞 fnte 邸 表 ロ 


計時 互 G 着 計 守 実 じ XSNe 公 ( 図 骨 
⑲)^ 4H 負 加 押 や ゃ ooo せ 外 ( 征 叶 
太宗 麗 穫 叶 包 )′ 思 選 迅 叶 選 8 ど 
・- ま っ JH 中宮 @ 難 笠 的 人 K 紀 ン 下 
玉 5 pp3JN ト 7 ベー ルー 


に ec い itEN、Y 


中 へ トー ふ 針 応 王 加 極 宗 包 結 ぐ 地 宗 
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と は 可能 か ? 
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Q: ス タッ フ が 旅行 後 、 自 宅 待機 させ る 
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いき な り 「 旅 行 に 行っ た ら 、 一 定期 間 自 宅 待 機 」 は 混乱 の も と 。 
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就業 規則 に 明記 


も し 、 自 宅 待機 を 店 舗 の 全体 的 な 制度 と し て 構築 する の で あれ ば 、 


を し て お く こ と を お 勧め し ます 。 
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よく 話し 合っ て 対応 


に ヽ 


ビ を 基 ( 


四 


頼 関係 が な いま ま 強 要する と 、 ト ラブ ル の も と 。 上 . 
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田 020 年 月 を 振り 返る 
営業 状況 (9 月 ) 


売上 高 | 40.4 40.7 0.3 40.4 45.2 | 411.5 45.8 48.9 4 46.9 
ロー ソン | 同数 | 42.1 | 41.3 | 40.9 | 41.2 | 47.7 | 419.3 414.4 |415.1 | 41 412.0 
客 単 価 17 0.6 12 0.8 2.7 9.7 10.0 7.3 5.8 
売上 高 3.6 2 な 3.5 2.7 42.1 46.8 43.3 48.5 い 48.9 
ミニ スト ッ プ | 衝 炒 1.3 1.3 2.5 MEa 44.6 | 414.5 49.6 | 414.2 | 41 412.4 
客 単価 ヶ た た 1 1.0 1.1 2.6 9.0 7.0 6.6 4.0 
売上 高 | 41.0 41.9 40.2 44.8 |410.9 | 416.0 410.9 |413.9 |415.7 410.0 
ポプラ 客数 | 43.0 42.2 41.9 45.1 | 412.7 | 425.6 417.9 |419.7 |419.0 415.1 
客 単価 2.1 0.4 1.7 0.4 P 重 | 12.9 8.5 7.1 4.0 6.0 
ロー ソン ・ | を E 語 | 26 | 19 | 2.3 | 26 | 41.4 | 448 1.1 | 42.9 | 41.1 42.8 
スリ ー エ フ 客数 1.1 0.6 0.4 1.6 45.5 | 417.0 410.6 | 411.8 48.3 48.6 
客 単価 の 1.3 1.9 0.9 4.3 14.6 13.0 10.1 7.9 6.2 


全店 ・ 既 存 店 は と も に 7 カ月 連続 の マイ ナス 
今月 は 降水 量 が 多かっ た こと や 、 在宅 勤務 ・ 外 出自 宣 な ど が 続い た こと が 来店 客数 
に 影響 を 及ぼ し 、 全 店 ・ 既 存 店 と も に 売上 高 が 前 年 を 下回る 結果 と な っ た 。 一 方 
た ば こ 税 位 税 前 の 肥 け 込み 需要 に 加え 、 生 冬 食 品 、 物 菜 、 冷 凍 食 品 、 ス イー ツ 、 酒 
類 、 マ スク な どの 衛生 用 品 な ども 好調 に 推移 し た こと に より 、 全 店 ・ 既 存 店 と も に 7.8B3 
客 単 価 は 前 年 を 上 回 っ た 。 東北 | ATse 55.8 
= ロミ 5 既存 店 
関東 |438.778 6g.1 
功 宙 E 久 5 ぉ 5851 語 -3.0% (@ 生 b な 3396y 
こ MI g9.884 
9059@W9800 下 9.0% 中 部 | な 48% に に 4 
足 料 : 日 本 フラ ンチ ャ イズ チェ ー ン 協会 「 コ ン ビ ニ エ ン スス ト ア 統計 調査 月 報 」 ーー 
ンチ ャ ン 販 人 「 コ ン ビ ニ エ ン メス トッ |122417 6 
EEDEWG 結 
中 国 | ぬら 4%6 SB 
商品 販売 額 お よび サー ビス 売上 高 は 9887 代 円 、 前 年 同月 比 A3.19% の 減少 と な っ た 。 
これ を 商品 別に 見 る と 、 フ ァ スト フー ド お よび 日 配 食品 が 3455 信 円 同人 9.396 の 2375a 2 
減少 、 加 工 食品 が 2545 億 円 、 同 6.69% の 減少 、 非 食品 が 3495 億 円 、 同 12.49% の 増 CERCO】 
加 と な っ た た め 、 商 品 販売 額 は 9496 億 円 、 同 1.6% の 減少 と な っ た 。 また サー ビ 
ス 売 上 高 は 392 億 円 、 同 A29.59% の 減少 と な っ た 。 
| 拉 mo 


資料 : 経済 産業 省 「 商 業 動 態 統計 調査 ・9 月 速報 」 


※ く 9%> は 当月 の 確定 値 を 前 年 同月 値 で 除 し た も の 
資料 : 経 産業 省 「 商 業 動 態 統計 調査 
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ウロ ロイ 円 押 幅 TI て 
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を | 全 |j| 5 | 吾 | 叶 | 笠 | 角 | 暗 18| 科 | 林 
を ダ | 生 1 用 | 者 1 衝 |1W| 7 | 閑 | )| 
名 イィ 須 
| 名 0| う 3| 
0 
26 12 5 2 
12 23 13 1 
109 30 25 0 
18 7 + 
6 7 ュ 
83 14 14 10 
106 33 82 5 欠 9 g 
29 je 3 8 2 ュ 
46 24 9 10 1 
136 69 9 29 55 困 6 
16 127 32 64 3 1 
271 137 145 165 62 2 
122 84 37 20 20 eo| 4033 1 
8 10 491 1 
9 1 508 回 
7 335 ュ 
58 14 94 ュ 
31 3 2 460 ュ 
35 13 947 
86 48 j5 872 
132 3 4 1689| 3 ぅ 
200 2 70 7 378| っ 3 
83 3 mn 799 0 
5 3 5 1 565 0 
37 33 5 5 1088 2 
84 128 49 28 4018 0 
44 53 18 9 204 1 
12 2 5 467 1 
19 2 378 2 
加 258 1 
1 10 281 1 
7 3 27 809 回 
32 7 1231 2 
7 22 569 1 
19 3 323 0 
3 j5 408 0 
7 6 1 584 四 
286 0 
121 2 25 49 2345 1 
12 11 1 4 363 0 
46 16 532 0 
53 11 13 795 0 
3 1 ] 1 7 517 四 
1 429 0 
666 ュ 
沖 329 243 632 4 
に | = EE=:]|9mEF]] =:] 還 55]! デニ | 間 補 省 | 


※ ロ ー ソ ン の 店 舗 数 は 、 ロ ー ソ ン 、 ナ チュ ラル ロー ソン 、 ロ ー ソ ンス ト ア 100 の 合計 数 


WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 還 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


行事 や イベ ント が 多い 12 月 。 クリ スマ ス や 
冬 の ボー ナス 、 年 末年 始 な ど ワ クワ ク す る 行 


事 が 多い た め 消 費 意欲 が 高まる 。 お 客 の 日 常 
生活 も 大 きく 変化 する た め 、 タ イミ ング を 逃 
さす 売場 展開 を し よう 。 


今年 の クリ スマ ス は 金曜 日 。 外 食 を 避け 、 
家 で パー ティ を する 人 も 多い だ ろう 。 お 客 は 
金曜 日 の 夜 に 集中 する こと が 想定 され る 。 予 
約 商品 の お 渡し な ど ミ ス の な いよ う 注 意 。 催 
事 商品 は 単品 の 価値 を 見 極め る こと が 必要 。 
クリ スマ ス の 人 気 商品 は 12 月 前 半 に 品切れ 
に な る こと も 。 評判 が 良く な い 商品 は 早め に 
売り 切る な ど 当 た り 外 れ に 細心 の 注意 を 払う 。 


催事 商品 は 


2020 December 当 た り 外れ に 
師走 細心 の 注意 を ! 
月 四 水 本 金 キ 日 
30 | の 1 2 3 |4 |5 6 
[ーー ラリ スマ スケ ー キ ギ 、 パ ー テ ィ メ ニュ ー、 お せ ち 、 年 賀 状 、 お 族 環 の 予約 活動 
| | クリ スマ ス 商 品 予約 ま カ 
7 KR 届 |8 9 10 11 | 12 13 [ 記 mo 


| クリス マス 当 日 に 向け 、 ケ ー キ や チキ ン 、 酒 類 な ど を 声 掛け で 積極 的 に 売り 込む 


15 


16 


17 | 18 19 20 


[ ポー ナス 特電 。 趣味 中 好 性 が 高い 商品 、 プレ ミア ム 系 商品 を 中 心 に 暫 求 


21 ほ 証 |22 


28 Imwe| 29 


|23 


[ 冬休み 開始 が 学校 に F さ っ て 異な る た め 小 まめ な 情報 収集 が 必須 | 


30 


| 線 *0 の 議 づ くり (大 9 稚 、 大 みそ か 、 月 、 0 年 因 、 お | 還 WCeg、 、 カッ プ 算 、 ホ ッ ト 飲 料 強化 
人 年 は 旋 省 が 分 散 、 控 える 人 も ( 販 気 対策 、 手 土産 ギフ ト ) 


ビ 


| 秋生 や ウイ ンタ ー ス ポー ツ 持 要 
26 27 


PEgil | | 25 [55 | 
クリ スマ ス 仙人 ] 


1 ウイ ツタ ー ス きこ 2 人 
31 誠司 了 El| |2 3 


予算 と 実績 


予算 
居 平均 日 販 


固 人 件 費 

大 水道 光熱 費 
大 廃棄 ロス 高 
大 棚卸 し 減 


万 円 2 MM 万 円 
万 円 2 万 円 
万 円 2 万 円 
万 円 2 万 円 
万 円 2 万 円 


グラ フ 記 入 棚 


書き 方 : ① 左 二 は 平均 日 販 。 中 央 に 自 店 の 基準 値 を 取る 。 
⑤ 右 輸 は 1 日 の 客数 。 中 央 に 自 店 の 時 準 値 を 取る 。③ 毎 日 、 客数 を 記録 し て いく 。 


⑧@ 毎 日 、 日 販 を 記入 し て 予算 を 達成 で きた か を 確認 し て いく 。 


平均 日 販 


( 刀 麗 


。 数 


1 2B 3 4 日 5 


6 7 8H 9 11 11 128 13 14 15H 16 昌 17B 18 198 208 21B 22 23 24H 25 26 27 28 298 308 31 


達成 で きた こと 


達成 で き な か っ た こと 


コン ビニ 2020.12 
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今日 は 何 の 日 
11 本 みり ん の 日 
12 月 に 入る と 、 調 味 料 の 
需要 が 高まる 。 コン ビニ で 
は 林 急 購入 が 多い た め 、 欠 
Mon 品 は 大 き な 機 会 ロス に つ な 
月 曜日 ” が る の で 注意 。 
先物 
12 グ 映画 の 日 
1 この 日 は 喘 画 チケ ッ ト が 安 
い 。 人 気 映画 は 混む が 、 前 
売り 券 で 席 を 確保 で きる こ 
Tue と を PR。 ま た 、 自 宅 で の 
日 DO 宙 も 高め よう 。 
12/ ビフィズス 菌 の 日 
ノ ノ 容 さ が 乱 し く な り 、 風 了 、 
イン フル エン ザ 、 新 型 コロ 
ナウ イル ス の 流行 が 予測 さ 
Wed れる 。 ヨ ー グ ルト 、 ス タ ミ 
水曜 日 。 ナ 食品 な ど で 対策 を 促す 。 
先負 
に みか ん の 日 
急 な 寒さ で 、 風邪 を ひき や 
すい 時 季 。 必 紗 に 効 能 が あ 
る と され る ビタ ミン C を 多 
Thu く 含む 、 ミ カン や 果物 を 販 
木曜 日 促 物 で アビ ー ル し て いこ う 。 
公 渡 
12 ン 2 血清 療法 の 日 
ン 4 体調 不良 に な りや すい 12 
月 は 、 健康 旗 求 が 高まる 。 
風 革 策 用 と 、 風邪 に か か 
Fni っ た 人 用 の 食料 品 や 薬品 を 
代 曜 日 2 種類 用 意 し て お く 。 
大 安 
ン 。 納め の 水 天宮 
水 天 宮 の 緑 日 の こと 。 年 末 
の 寺社 で は 、 西 の 市 や 納め 
の 縁日 な ど が 催さ れる 。 近 
Sat 隣 の 催 還 情報 に 注意 し 、 当 
土曜 日 日 に 備え よう 。 
ボロ 
12 聖 ニ コラ ウス の 祝日 
聖 ニコ ラウ ス と は 、 サン タ 
クロ ー ス の モデ ル と な っ た 
聖人 。 この 日 に ちな み 、 ク 
Sun リス マス 予約 活動 を 強化 。 
日 曜日 ケー キ の 試食 も 効果 的 。 
先勝 
M 
E 
M 
oO 
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プレ ミア ム 商 品 の 売り 込み と 
クリ スマ ス ・ 年 末年 始 商品 の 予約 活動 強化 


テー マ 別 売場 展開 例 


お 客 の 動き と 販売 動向 


ボー ナス シー ズン は 財布 の ひも が 組ま る 時 期 。 プ レミ アム 商品 を 売り 込む チャ ンス 。 歳 未 セー ル を 行い 、 冬 季 商 
品 の 売り 込み や 、 秋 季 商 品 の 売り 切り を し よう 。 今年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 、 外 出 より も 自宅 で 楽し む 
ご ち そ う や 、 プ レミ アム 商品 の 提案 を し よう 。12 月 に 入る と 寒さ が 一 層 厳 し く な る た め 、 防 寒 具 や ホッ ト 系 商 
品 を 強化 する 。 


発注 と 売場 づく り の ポイ ント 


12 月 は お 歳暮 、 ク リス マス 、 年 末年 始 と 催事 が 目白 押し 。 そ の 他 、 大 掃除 用 品 、 防 寒 ・ 風 邪 対策 商品 な ど 、 取 
り 扱い 商品 が 多岐 に わた る 。 売場 の 回 転 率 を 高め る た め 、 催 事 ご と の 商品 の 入れ 替え を 素早 く 行う 。 死 筋 商品 は 
通常 より も 早め に 見 極め る こと 。 例 年 で あれ ば 、 忘年 会 シー ズン 。 今 年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 、 忘年 会 
を する 機会 減り 、 代 わり に 宅 飲 み 需 要 が 高まる 。 酒 だ け で な く 、 酒 に 合う つま み の プ ラス ワン 購入 が 大 き な 売 
上 に つなが る 。 酒 の 近く や 、 レ ジ 前 に お 薦め の つま み 商 品 を 置く と 効果 的 だ 。 ま た 、 歳 未 セー ル で プレ ミア ム 商 
品 の 購入 客 に は 、 声 掛け や チラ シ 配 布 で 、 お 歳暮 、 ク リス マス 、 お せ ち な どの 予約 商品 を お 薦め する 。 


重点 カテ ゴリ ー 


忘年 会 シー ズン 、 ク リス マス な ど 、 酒 の 需要 が 高まる 時 期 。 今 年 は 忘年 会 が 減り 、 代 わり に 自宅 で 酒 を 楽し む お 人 
が 増え る と 思わ れる 。 忘年 会 需要 が 減る の は 苦し い が 、 ア ピー ル 次 第 で 売れ る カテ ゴリ ー な の で 強化 し よう 。 


予約 活動 を 契機 に ネッ ト サ ービス の 認知 を 進め る 


年 末 は 生活 シー ン が 大 きく 変化 する 月 。 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 も ある が 、 週 末 は 人 が 集まる 機会 が 増え る の 
で 、 大 型 商品 、 ビ ー ル の 6 缶 パッ ク な ども 用 意 し て お く 。 ま た 、 同 時 に 予約 活動 を 強化 する 。 声 掛け や 販促 物 だ 
け で な く 、 近 頃 は ネッ ト で の 予約 も 増え て いる た め 、 サ ービス の お 知ら せ を 強化 する 。 予約 活動 が 最も 効果 を 上 
げ る の が 締め 切り 直前 の この 時 期 。 チ ラ シ を 活用 し 、 商 品 、 サ ービス の 案内 を 行う 。 目標 を クリ ア し て いる 店 舗 
も 、 予約 活動 を 終了 する の で は な く 、 新 た な 活動 の 目標 を 設定 し て 追い 込み に 全力 を か ける 。 お 客 と コミ ュ ニケ 
ーション を 深め る こと も 大 切 。 会 話 の 中 か ら 、 お 客 の ニー ズ を 知る こと で 、 次 の 商売 や 受注 に 結び 付く か ら だ 。 


麗 


| テー マ 史家 全 = | 6 別売 電 民 骨 切 "= 
【 ク リス マス 商品 の 予約 活動 】 住宅 立地 
エン ド ・ 催 事 ゴ ンド ラ 【 チ ルド デザ ー ト 】 


クリ スマ ス 商品 の 予約 活動 は 1 週 目 が 勝負 。 近 年 売 
上 は 上 が っ て いな か っ た が 、 今年 は 新型 コロ ナウ イ 
ルス の 影響 で 外出 を 控え て いる 人 も 多い た め 、 い つ 
も より 豪華 に 「 お うち クリ スマ スパ ー テ ィ 」 を する 
人 も いる と 予想 。 早 め に 売れ る 商品 を 見 極め 、 お 薦 
め POP な ど を 作成 し た い 。 装 飾 を 使い 楽し い コ ー ナ 
ー に し よう 。 


寒く な る と 生 クリ ー ム 系 の こっ て り と し た デザ ー ト 
が 伸長 する 。 残 業 終わ りな ど 深 夜 の 来客 も いつ も よ 
り 増 える 。 カ ッ プ デザ ー ト の 発注 量 を 深夜 用 に 増 や 
す と と も に 、 翌 朝 用 の アイ テム も 品切れ し な いよ う 
に 注意 し よう 。 朝食 に は フル ー ツ 系 デザ ー ト 、 ヨ ー 
グル ト 、 夜 は 冬季 限定 商品 、 パ フェ 、 小 型 ケ ー キ な 
ど が よく 動く 。 


クリ スマ ス デ ィ ス プレ ー 
(モー ル 、 ミニ ツリ ー、 人 形 ) 


予約 商品 見 本 展示 、 パ ン フ レッ ト 


予約 商品 見 本 展示 、 パ ン フ レッ ト 


クリ スマ ス 限 定 菓子 


クリ スマ ス 用 品 、 雑 貨 、 
バー ティ グッ ズ 


冬季 限定 商品 、 ス ティ ッ ク ケ ー キ 
クリ スマ ス デ ザー ト 


コン ビニ オリ ジ ナ ル ・ カ ッ プ デザ ー ト 


カッ プ デ ザ ー ト 、 パ フェ 


小型 ケー キ 、 ボ ックス ケー キ 


予約 活動 の 追い 込み 週 。 
風邪 対策 商品 も 徐々 に 増やし て いく 


テー マ 別 売場 展開 例 


お 客 の 動き と 販売 動向 


先週 に 続き 、 年 末年 始 の 予約 活動 を 強化 する 。 予 約 活動 の 終了 間際 の この 時 期 は 、 年 間 で 最も 忙し い 。 オペ レー 
ショ ン が 混乱 し な いよ うに 注意 する 。 ま た 、12 月 中 旬 か ら 気 温 も さ ら に 低下 し 、 防 寒 、 ホ ッ ト 系 商品 、 風 邪 対 
策 商 品 の 販売 が 伸長 する 。 今 年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 ああ り 、 マ スク 、 テ ィ ッ シュ 、 除 菌 、 消 毒 用 アル コ 


今日 は 何 の 日 


大 寺 


本 格 的 な 冬 が 到来 する 。 日 


中 も 寒さ が 厳し く な る た め 、 


防寒 ・ 乾 燥 ・ 必 邪 対策 を 強 


ー ル 商品 な どの 風邪 衛生 用 品 の 需要 が 高い 。 四 急 的 に 購入 する 人 が 増え る の で 、 で きる だ け 多 め に 持つ と と 。 Eo っ バット 和 商 品 を 多め 。 Mon 
友引 
発注 と 売場 づく り の ポイ ント 
例年 より は 出歩く 人 は 少な い 年 だ が 、 紅 葉 見 物 や クリ スマ ス 、 記 年 会 、 パー ティ な ど で 夜 間 の 外出 機会 多い た お みや げ 感謝 デー 12 ン 
め 、 夜 間 の 防 守 対 策 は し っ か り と 行う こと 。 気温 が 急激 に 低下 する 日 や 、 日 中 と 夜間 の 気温 差 が 激しい と き は 、 お 歳 の 予約 の 追い 込み 時 8 
休 温 度 も 低下 する た め 、 人 冬季 商品 の 需要 が 高まる 。 緊急 的 購入 の 多い 使い 切り カイ ロ 、 マ スク 、 ホ ッ ト 飲 料 は 期 。 活 や プレ ミア ム 商 品 を 
多め に 有意 。 記 年 会 や 年 信行 の 仕事 大 掃除 を 含め た 家事 の 忙し さや 、 寒 さも あり 、 風 政 を ひき や すく 、 得 
が 不調 に な り が ちな 頃 。 オ フィ ス 街 や 駅 前 立地 で は 、 栄 養 ド リン ク 、 栄 補助 食品 、 サ プリ メン ト を 多め に 用 意 。 旧 8、 6 紀 日 
ゴー ルデン ゾー ン の 多 フ ェ ー ス 陳列 、 レ ジ 前 陳列 を する 。 先負 
重点 カテ ゴリ ー クレ ー プ の 日 レク 
品 ケー キ な どの チル ド デ ザ ー 
信 季 商品 思 ト 、 子 な ど を 購入 し た お 9 
12 月 後半 は 催事 が 目白 押し に つき 、 前半 で 冬季 商品 の 売り 込み を 強化 。 人 気 商品 は 、 ゴ ー ル デン ソー ン や レジ 久 に は 、 ク リス マス ケー キ 
前 の 多 フェ ー ス 陳列 で アピ ー ル する 。 プ レミ アム デザ ー ト 購入 者 に は 、 ク リス マス ケー キ の 予約 を お 勧め し よう 。 予約 の 吉 持 け 、 チ ラ シ 配 布 ” Wed 
な ど で 訴求 を 高め る 。 人 
店 長 の 重点 オペ ベレ ーション 
普段 と 異な る 生活 シー ン を 読み 取る アロ エ ヨ ー グ ルト 0 日 12/ 
師走 で 忙し い 時 期 は 、 手 軽 に ご 飯 を 済ま せる 人 が 間 え る 。 こ の よう な と きこ そ 、 弁 当 の 販売 伸長 の チャ ンス 。 普 。 功 走 の 人 し 、 気骨 の 低下 / 1 0 
段 は 購入 し な い 人 で も 、 家 事 や リモ ー ト ワー ク で 忙し い 閑 の 昼 ご 飯 や 、 残 業 する 会 社員 の 夕 飯 な ど で 需 要 が 発生 に よる 休 不 良 、 記 年 会 な 
する 。 まず は 、 日 々 の 変動 に 対応 する た め 、 チ ルド 井 当 の 最 人 在庫 量 を 増やす 。 残業 食 や 家族 分 の 上 購入 に 和 対 と て 間 間 の り 人 
応 で きる よう に する 。 住宅 街 で は 、 家庭 内 の 緊要 用 の 商品 を 用 意 。 遅く 帰宅 し た 家族 の 食事 、 受 験 生 の 夜食 た エン ト で 流 森 日 
と いっ た シー ン を 想定 し 、 家庭 で も 在庫 を 持っ て も ら う よ う に お 勧め し よう 。 通常 より 保存 が 効く の で 、 品 質 に 大 安 
自信 の ある 商品 を 中 心 売 り 込 む 。 季節 柄 、 寒い 夜 に は 1 人 用 の 銀 鍋 や 鍋 う どん な ども 売れ 筋 だ 。 
本 国際 山岳 デー 12 
テー マ 別 売場 展開 例 立地 列 売場 展開 例 科 E25 1 1 
【 忙 し い 師 走 】 住宅 立地 コル 
米飯 [酒類 】 舗 で は 、 防 計 、 ホ ッ ト 、 カ Fm 
長期 休み 前 の 仕事 や 年 末年 始 の 準備 な ど 、 と に か く クリ スマ ス 本 番 に 向け て 、 少 し ずつ シャ ン パ ン ゃ ス フン ター を ボロ 
忙し い 師 走 。 簡単 な お 昼 ご 飯 や 残業 する 会 社員 の 夕 パー クリ ング ワイ ン を アピ ー ル し て いき た い 。 ク リ 
食 な ど を ター ゲッ ト に 、 米 飯 売 場 展 開 し よう 。「 ボ スマ ス は 赤ワイン や 白 ワ イン より も スパ ー ク リン グ = 
リュ ー ム 感 」「 ヘ ル シ ー」「 残 業 に 」 な どの キー ワ の 方 が 動く 。 味 の 説明 や 相性 の 良い 料理 な ど 情報 提 "バツ デリー の 日 2 
ー ド で ター ゲッ ト 別 に 訴求 。 また 「 足 りな い ビ タ ミ 人 NNw 要 。 トレ ンド の 日 本 ワイ ン や ロゼ 、 ラ ン ブ ル 2 や 集まる 1 ク 2 
ン を これ で 補 お う ! 」 な どの POP で サラ ダ や 六 菜 の スコ 、 シー ドル も そろ えよ う 。 産地 な ど で セッ ト 販 え 2 6 
併せ 買い を 促す 。 売 する の も お も し ろ い 。 her 
な が る の で 注意 。 土日 
お に ぎり (スパ ー ク リン グ ワ イン 売場 の 周り を モー ル 先勝 
= で 囲む な ど 、 装 人 で 他 の 酒類 と 差別 化 ) 
昌 スパ バー クリ ング ワイ ン 、 シャンパン 正月 事始 め 1 
お に ぎり 、 寿司 高い 銘柄 の ワイ ン | 年 末年 冶 まで あと 半月 。 年 1 3 
この 還 末 準備 用 品 、 大 3 
2 
ヽ か 状 も まもなく 受付 開始 。 専 
es 
き (NH の 小 リョ 人 | ロゼ 、 ラン プル スコ 、 シード ル | 用 コー ナー で PR 純 
弁当 ( 湯 か け う どん 、 湯 か け そば ) | セッ ト 販 売 ] 
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今日 は 何 の 日 


南極 の 日 

12 月 中 旬 に な る と 、 日 中 
も 寒さ が 厳し く な る 。 防 
・ 風 邪 対策 、 ホ ッ ト 系 商品 


Mon 。 の 欠 要 が 高まる た め 、 常 に 
月 世 日 多め に 持つ と と 。 
先負 
12 ン 観光 バス 記念 日 
ノ 1 新型 コロ ナウ イル ス の 影 才 
を 受け 、 例年 に 比べ る と 帰 
省 や 旅行 は 減る が 、 冬 休 か 
Tue 行 ※・ 帰 準備 商品 を エン 
曜日 ” ド で 展開 する 。 
大 安 
レク 紙 の 記 師 日 
1 6 家 で 過ごす 時 間 が 多い 今年 


は 、 手書き の 年 賀 状 制作 を 
アピール する チャ ンス 。 ペ 


Wed ン 、 ス タン プ 、 シ ー ル な ど 
水曜 日 の 商品 を 用 意 
ボロ 
12/ 飛行 機 の 日 
/ 1 7 冬休み 也 エ 。 帰省 や 旅行 
備品 の 備 要 が 高まる 。 宅 
配 便 サー ビス の オペ レー シ 
Thu ョ ン も 増え る の で 、 取 り 扱 
木曜 日 い に 注 意 する 。 
先 
1 ホタテ の 日 
1 8 お 節理 の 予納 絆 も 絵 和 。 
人 気 の エ ビ 、 カ ニ 、 ホ タテ 
な ど が 入っ た 限定 品 の 案内 
Fn を し 、 こ こ で し か 中 わ え な 
金曜 日 ”。 い お 得 感 を 打ち 出す 。 
友引 
松坂 牛 の 日 


ボー ナス が 入り 、 ク リス マ 
ス や 年 末年 始 な ど 、 プ レミ 


翌週 の クリ スマ ス 準 備 に 注力 。 
ボー ナス 特需 も 逃さ な い 


テー マ 別 売場 展開 例 


お 客 の 動き と 販売 動向 


クリ スマ ス 直 前 。 店 内 に は クリ スマ ス 装 飾 を 施し 「 ク リス マス まで あと 日 」 と 書い た 販 了 促 物 を 張り 、 ク リス マ 
ス 気 分 を 徐々 に 盛り 上 げ て いこ う 。 年 末年 始 の 予約 が まだ 間に合う ので あれ ば 、 最後 の 追い 込み を する 。 学校 は 
短縮 授業 に な る た め 、 ピ ー ク 時 間 帯 の 変化 に 注意 。 年 末 に か け て 、 通 常 と 異な る 動き に な る の で 、 自 店 立地 の 動 
き に 注意 する 。 


発注 と 売場 づく り の ポイ ント 


クリ スマ ス の 予約 が まだ 間に合う の で あれ ば 、 ぎ り ぎ り ま で 予約 活動 を 強化 する 。 今年 は 自宅 で クリ スマ ス を 楽 
し お 人 が 多い こと か ら 、 予 約 だ と スム ー ズ に 商品 が 購入 で きる こと を アピ ー ル する 。 今年 の クリ スマ ス は 平日 に 
つき 、 今 週末 に 早め の クリ スマ ス を 楽し お 人 も 多い 。 駅 前 な ど 人 通り の 多い 店 舗 で は 、 早 め の 店 頭 販売 も 効果 的 。 
ター キー、 チ キン 、 ケ ー キ 、 ワ イン 、 シ ャ ン パ ン 、 オ ー ド ブル 、 パ ー テ ィ 用 品 を 用 意 し よう 。 女 性 客 の 多い 店 舗 
で は 、 ク リス マス に 備え て 美容 関連 商品 の 需要 が 高まる 。 ク リス マス 限定 コフレ 、 ダ イエ ッ ト 商 品 、 脱 毛 ・ 除 毛 
剤 、 ボ ディ ケア 商品 な ど を 用 意 す る 。 ク リス マス 限定 コフレ な どの 美容 商品 は 、 女 性 へ の プレ ゼン ト と し て も お 
薦め だ 。 


加工 食品 


学校 が 短縮 授業 に な たり 、 お 昼 ご 飯 を 用 意 する 家庭 が 増え る 。 大 掃除 や 、 年 末年 始 の 準備 や リモ ー ト ワー ク で 忙し 
い 親 に と つて 、 お 昼 は 簡便 に 調理 で きる 加工 食品 、 イ ンス タン ト 食 品 が 役立つ 。 商品 を 使っ た アレ ンジ レシ ピ を 
置く と 効果 的 だ 。 


店長 の 重 京 オペ レー ショ ン 
イベ ント シー ン を 意識 し て 価値 ある 商品 を 訴求 

クリ スマ ス は 次 週 だ が 、 パ ー テ ィ や 忘年 会 、 懇 親 会 な た ど 、 小 さ な イ ベン ト が 多い 12 月 。 そ の 都度 、 プ レミ アム 
商品 の 需要 が 高まる 。 今 年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 催事 は 縮小 気味 だ が 、 お 客 と の 会 話 や 地域 の 情報 収集 
で 、 小 さ な 変 化 を 読み 取り 、 仮 説 を 立て て 売り 方 を 変え て みる 。 例 えば 、 週 末 は ホー ム パ ー テ ィ が 増え る の で 、 
その シー ン を 意識 し た 価値 の 高い フワ イン や チー ズ 、 カ ク テ ル 、 菓子 、 ス ナッ ク な ど を 強化 する 。 師走 で 忙し い 人 
や 残業 が 増え る 会 社員 に は 、 平日 の 弁当 ・ 物 菜 需要 が 発生 し 、 自 分 へ の ご 褒美 需要 も ある 。 普 段 と 異な る 生活 シ 
ー ン や 環境 は 、 コ ン ビ ニ に 大 き な 影 響 を 与え る 要因 で あり 、 そ れ を 読み 切る こと が 大 切 だ 。 


| テー マ 史 売 電 必 間 全 = | 別売 電 民 敵 切 "= 
【 ボ ー ナ ス 特 需 】 行楽 立地 
お つま み 惣 菜 【 ホ ッ ト 飲 料 】 


ボー ナス 支給 日 後 は 、 プ レミ アム 系 の 惣菜 が 伸び る 。 
この 時 期 は 高い 商品 で も 売れ る 可能 性 が ある た め 置 
いて みる 価値 が ある 。 お つま み 惣 菜 や 鍋物 需要 も 高 
まる た め 、 前 週 よ り も 上 乗せ し た 発注 量 で ボリ ュー 
ム 展 開 を し よう 。 こ れ ら の アイ テム は 可能 な 限り 品 
揃え を 行い 、 充 実 し た 売場 づく り を する 。 一 人 用 の 


ボー ナス シー ズン で 旅行 や ウイ ンタ ー ス ポー ツ を 楽 
し む 人 が 増え る 。 ホ ッ ト 飲 料 の 需要 が 高まる た め ウ 
オー マー を フル 稼働 で きる 態勢 に し て お こう 。 ホ ッ 
ト 飲 料 が 温まっ て いな い 状 態 で 販売 され て いる と い 
うこ と は 欠 品 と 同じ 。 ウ オー クイ ン 飲 料 より も 注意 
が 必要 だ 。 基本 的 に は 缶 よ り も ペッ ト ボ トル 飲料 が 
よく 動く 。 


まく 。 少量 バッ ク を 多め に そろ えた い 。 
二 曜 日 ム 商 品 を 売り 込む 。 
先負 少量 パッ ク 、 お つま み 総 菜 
少量 バッ ク 、 お つま み 総 菜 
0 ワイ ン の 日 練 物 
今週 末 は 早め に クリ スマ ス 
20 を 祝う 人 も いる 。 シャ ン パ チー ズ 
ン 、 ワイ ン 、 ケー キ 、 チキ 
Sun ン 、 オー ドブ ル な どの 有 チー ズ 
語 商品 を 用 意 する 。 加工 内 (焼き 鳥 、 唐 揚げ 、 チキ ン ) 
加工 肉 ( 生 ハ ム 、 サ ラミ ) 
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缶 コー ヒー 


ペッ トコ ー ヒ ー (カフ ェ オ レ 、 微 糖 、 ブ ラッ ク ) 
ペッ ト 紅 茶 (ミル クティ ー に 注力 ) 
ペッ ト お 茶 


バラ エ テ ィ (ココ ア 、 レ モン 、 コ ー ン スー プ ) 


クリ スマ ス の 販売 ビー ク 
今年 に 「 お うち クリ スマ ス 」 を 意識 し た 売場 展開 を 


テー マ 別 売場 展開 例 


お 客 の 動き と 販売 動向 


クリ スマ ス 、 大 掃除 、 正 月 準備 、 帰 省 、 冬 休み な ど で 人 の 流れ が 変化 する 。 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 で 、 外出 
や 帰省 を 控え る 人 も いれ ば 、Go To キャ ン ペ ー ン で 動く 人 と 、 二 極 化 の 傾向 は 続く 。 自 店 立地 の 売れ 筋 傾 各 や 、 
どちら の ニー ズ に も 合う よう な 商品 展開 を する 。 取 り 扱い 商品 や サー ビス が 多い の で 、 切 り 替 え は 早め に する 。 


発注 と 売場 づく り の ポイ ント 


催事 が 多彩 な 週 。 ク リス マス は コン ビニ に と っ て 大 き な 売上 と な る 催事 だ が 、 売 上 は 24 日 が 大 半 を 占め る 。25 
日 夕方 以降 は 売れ 残り の 印象 が 強まる 。 関 連 商品 は 25 日 中 に 売り 切る こと 。26 日 以降 は 、 大 掃除 用 品 、 し め 飾 
り 、 鏡 餅 、 年賀状 、 お 節 ・ 雑 煮 ・ 年 越し そば の 材料 、 調 味 料 な ど を 多め に 用 意 する 。 年 賀 状 や 年 賀 状 キッ ト は 多 
フェ ー ス 展開 や エン ド 展開 を 行う 。 商 品 の 入れ 替え を 素早 く 行 うこ と で 、 売 場 の 新鮮 味 ・ 季 節 感 を 演出 で きる 。 
学校 は 冬休み に 入り 、 オ フィ ス 街 も 間もなく 休暇 で 人 が 減る た め 、 発 注 量 や 品 揃え に 注意 。 一 方 、 駅 前 ター ミナ 
ル 、 ロ ー ド サイ ド で は 帰省 客 ・ 旅 行 客 が 増え る 。 ピ ー ク の 時 間 帯 に 合わ せ た 品 揃え を する こと 。 


重点 カテ ゴリ ー 


大 掃除 用 品 


クリ スマ ス や 年 末年 始 商品 に 押さ れ 気味 だ が 、 コ ン ビ ニ で は 緊急 購入 する お 客 が 多い 。 住宅 街 、 オ フィ ス 街 な ど 、 


大 掃除 需要 の 高い 地域 の 店 舗 で は 、 清 掃 用 品 、 ご み 袋 な どの 関連 商品 を 常時 多め に 用 意 する こと 。 


店 長 の 重点 オペ ベレ ーション 

クリ スマ ス は 万 全 な 態勢 で 

高額 な クリ スマ スケ ー キ が 売れ て いる 事例 が ある 。 今 年 は コロ ナ 褐 に つき 、 お うち で の クリ スマ ス や パー ティ 需 
要 が 高く 、 家 で ぜいたく 体験 を し た い 人 が 増え て いる 。 積 極 的 な お 薦め が 効果 を 上 げ や すい 。 最近 は リス ク の 高 
い 催事 商品 は 、 予 約 の み 受け 付け る コン ビニ が 増え て いる 。 た だ し 、 多 く の 予 約 受注 を し て も 、 当 日 の 販売 態勢 
が 十分 で な か っ た り 、 商品 の 受け 渡し で お 待た せな した り 、 ミ ス が あれ ば 不満 の 要因 に な り 、 か えっ て お 客 を 失う 
こと に な る 。 そ れ で は 予約 活動 を 実施 し た 意味 が な い の で 、 万 全 の 体制 で 事前 準備 を し て お く 。 受け 渡し の 際 は 
予約 いた だ いた こと の お 礼 を 言う 。「 良 い トク リス マス を お 過ごし くだ さい 」 の 一 言 を 添え る と 印象 が 良く な る 。 


【 ク リス マス 】 オフ ィ ス 立地 
エン ド ・ 催 事 ゴ ンド ラ 【 社 内 忘年 会 】 


クリ スマ ス 週 。 店 内 も 店 外 も イル ミネ ーション や ツ 

リー な ど で 飾 り 付け を し 、 に ぎ や か で ワク ワク する 

雰囲気 を 演出 し よう 。 ク リス マス 限定 コフレ な ど 今 

年 らし さ の 出る 商品 も 置き た い 。 例 年 当日 を 過ぎ る 

と めっき り 売 れ な た く な る が 、 今年 の 25 日 は 金曜 日 。 
仕事 終わ り の 夕方 夜 に も ある 程度 の 需要 が 起 定 さ 

れる た め 注 意 。 


今年 は 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 で 、 大 規模 な 忘年 
会 は 開催 し な い 会 社 が 多い だ ろう 。 外 食 を 避け 、 社 
内 で 小 規模 開催 する な どの 対策 も 考え られ る 。 そ の 
場合 は テイ クア ウト や デリ バリ ー、 コ ン ピ ビニ で の 買 
い 出し も 考え られ る 。 酒 類 や 惣菜 は も ちろ ん 、 割り 
箸 や 紙 皿 、 プ ラコ ッ プ な どの 雑貨 の 欠 品 に も 気 を 付 
け よ う 。 


クリ スマ ス デ ィ ス プレ イ 
( 電 飾 、 モ ー ル 、 人 形 な ど で 和 飾り 付け ) 


クリ スマ ス 限 定 菓子 (ブー ツ 菓 子 な ど ) 
クリ スマ ス 限 定 菓子 
クリ スマ ス 販 貨 バー ティ グッ ズ 、 クリ スマ スカ ー ド 
プチ ギフ ト 、 ク リス マス 限定 コフレ 


| プレ ミア ム 系 ビー ル 、 ク ラフ トビ ー ル 
| ビー ル 

| ビー ル 
| 
| 
| 


| 
発泡 酒 、 第 三 の ビ ー ル | 
発泡 酒 、 第 三 の ビ ー ル | 

ピール 6 缶 セッ ト | 


シャ ン メ リー、 スパ ー ク リン グ ワ イン 、 シャ ン パ ン 


O ミ m ミ 


ビー ル 6 缶 セッ ト 


今日 は 何 の 日 


1 カボ チャ を 食べ 、 の 


ゆず 湯 に 入る 。 その 他 、「 ん 」 

の 付く 食べ 物 を 食べ る と 、 

運気 が 上 昇 す る と いわ れ て Mon 
いる こと を 販 促 物 で PR。 月 曜日 


ショ ー ト ケー キ 0 の 日 12 ン 
クリ スマ ス 前 だ が 、 ケ ー キ 
や プレ ミア ム 感 の ある デザ 
ー ト を 強化 。 こ の と き の 購 
入 が 、 当 日 の 販売 に つなが Tue 

る 可能 性 も ある 。 火曜 日 


ふみ の 日 


この 日 に ちな み 、 年賀状 販 
売 を 強化 する 。 エ ンド で 展 
開 し 、 年 賀 状 の 見 本 や 販促 
物 を 飾る こと で 、 購買 意 谷 Wed 
を 高め て いこ う 。 水曜 日 


クリ スマ ス ・ イ ブ 12/ 
クリ スマ スケ ー キ や チキ ン 、 
ター キー な どの 関連 商品 の 
大 半 は この 日 に 売れ る 。 駅 
前 店 舗 な ど で は 、 店 頭 販売 Thu 
も 効果 的 。 木曜 日 


クリ スマ ス 12 ン 
例 F で あれ ば 、 夕 方 の クリ 


スマ ス 商 品 は 売れ 残り の 印 

象 が 強い が 、 今 年 は 金曜 日 

金曜 の 夜 や 週末 に 食べ る 人 Fi 

も いる 。 登 曜 日 
先負 

風呂 の 日 12/ 

催事 中 心 の 売場 に た り が ち 

だ が 、 大 掃除 用 品 の 需要 も 


高い 。 台 所 、 風呂 、 ト イレ 
な どの 水 回 り 、 床 ・ 窓 拭き Sat 
商品 な ど を 多め に 持つ 。 土曜 日 


イス タツ トラ ー メ ツ 0 晶 
拓 晶 曜 日 は 「 イ ンス タン 
トラ ー メ ン の 日 」。 年 未 年 


始 の 準備 で 忙し い 人 の お 昼 
に 、 簡 便 な イン スタ ント ・ Sun 
加工 食品 を 提案 。 3 
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で 、 調味 料 の 需要 が 高まる 。 


今日 は 何 の 日 
1 2 仕事 納め 
28 オフ ィ ス 街 や 駅 前 で は 仕事 
納め の 会 社 が 多い 。 年 末年 
始 に か け て 、 人 の 動き が 変 
Mon 。 化す る 。 自 店 立地 に 合わ せ 
月 訣 日 。 た 情 昌 を 。 
赤口 
12 ン 潤 ト ツノ れ 催 語 日 
和 29 帰 人 や 旅行 で 、 ロ ー ド サイ 
ド 、 駅 前 ター ミナ ル 近隣 の 
店 舗 で は 拡販 の チャ ンス 。 
Tue 新 呈 コロ ナウ イル ス の 影 
火曜 日 も ある の で 注意 。 
内 
2 みそ の 日 
30 年 末 は お 節 料 理 の 準備 な ど 


コン ビニ は 緊急 購入 が 多い 


Wed ため 、 欠 品 が な いよ うに す 
水曜 日 る こと 。 
友引 
12。 大 みそ か 
ィ 1 年 直し そば を エン ド で 売り 
込 も う 。 接客 の 際 、 一 年 
感 半 を 込め て 「 よ い お 年 を 
Thu お 過ごし くだ さい 」 の 一 言 
木曜 日 。 を 人 け 加え よう 。 
先負 
1 元 日 
1 禄 容 で に ぎわ う 寺社 


の 店 舗 で は 、 ふ る まい 酒 や 
熱 か ん の 販売 が 効果 的 。 新 
年 は 心 新た に 丁寧 な 接客 を 
心掛け よう 。 


初 売 


正月 も 営業 し て いる 店 舗 も 
ある が 、 こ の 日 か ら 初 売り 
セー ル を 行う チャ ネル も 多 
い 。 近隣 の 各 チ ャ ネル の 動 
き に 注意 する 。 


三 日 正 月 

正月 を 祝う の は この 日 まで 。 
年 賀 汰 な ど を 除く 、 正 月 商 
品 は この 日 まで に 売り 切り 、 
翌日 か ら 通常 売場 へ 記し 
て いく と と 。 


〇 O ミ m ミ 
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フレ ンド リー 接客 が 大 事 。 
感謝 の 気持 ち で 一 年 を 締め くく ろう 
テー マ 別 売場 展 開 全 


お 客 の 動き と 販売 動向 


年 末年 始 は 人 の 流れ が 変化 する 。 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 で 例年 より 人 出 は 少な いと 思わ れる の で 、 よ り 注 意 
が 必要 だ 。 元 日 前 後 は 、 初 語 で 寺社 近隣 、 駅 近 半 の 店 舗 で は 夜間 客 が 増加 する 。 夜 間 は 寒さ が 厳し い の で 、 防 寒 
用 品 、 使 い 切り カイ ロ 、 ホ ッ ト 飲 料 、 熱 か ん な ど を 多め に 用 意 。 携 帯 用 充電 池 、 撮 影 媒 体 の 需要 も 高い 。 


発注 と 売場 づく り の ポイ ント 


年 末 は 、 年賀状 、 し め 飾 り 、 鏡 餅 、 お 節 ・ 雑 煮 ・ 年 越し そば の 材料 、 調味 料 、 大 掃除 用 品 な ど を 中 心 に 、 年 末 商 
品 や 年 始 の 準備 商品 を 取り 扱う 。 帰省 や 旅行 客 に 向け て は 、 宅 配 サー ビス や お 得 な 交通 チケ ッ ト な どの 案内 を 販 
促 物 で 表示 する 。31 日 は 年 越し そば 、1 日 は お 節 や 雑 煮 な ど を 売り 込む 。 コ ン ピ ビニ の 特性 上 、1 人 暮らし 用 の 商 
品 が 売れ る の で 、 販 促 物 を 使っ て アピ ー ル し た い 、。 年 が 明け る と 同時 に 、 売 場 を 年 末 商品 か ら 年 始 商品 に 切り 替 
える 。 そ の 際 、 挨 拶 も 「 よ い お 年 を お 過ごし くだ さい 」 か ら 「 あ け ま し て お めで と う ご ざ いま す 」「 今 年 も よろ 
し く お 願 いい た し ます 」 に 変え る こと 。 新 し い 年 を 迎え て 気分 も 一 新 。 感謝 を 込め て 笑顔 で 接客 し よう 。 


年 末年 始 商品 


年 末 は 年 越し そば 、 年 始 準備 商品 、 年 始 は お 節 、 雑煮 、 酒 な どの 商品 が 売れ 筋 。 年 越し そば は 、 地域 に よっ て う 
どん 、 代 替え と し て ラー メン な ど 、 ニ ー ズ に 合わ せ た 対 応 を 。 正 月 料理 に 飽き を た 人 用 に カレ ー や 洋風 ・ 中 華 商品 
も 用 意 。 


年 末年 始 は 基本 四 原 則 を 徹底 する 

年 末年 始 は 新しい お 客 が 来店 する チャ ンス 。「 品 揃え 」「 鮮 度 管理 」「 ク レン リネ ス 」「 フ レン ドリ ー サ ービス 」 
の 基本 4 原則 の 徹底 を し 、 店 の ファ ン づ くり を する こと が 大 切 。 せ っ か く 新 し い お 客 が 来店 され て も 、 不 満 が 多 
けれ ば 次 の 利用 に は つなが ら な い 。 年 末 商 戦は 予約 や 催事 を 中 心 と し た 際 物 商品 の 販売 に 目 を 奪わ れ が ち に な り 、 
それ ら の 売れ 行き だ け で 成果 を 判断 し が ち だ 。 際 物 商品 の 品 揃え で 店 の 評価 が 決ま る わけ で は な い 。 むし ろ そ の 
売上 構成 比 は 年 々 減少 の 傾 可 に ある 。 基 本 4 原則 の 中 で も 、 年 末年 始 は フレ ンド リー な 接客 を する 最大 の チャ ン 
ス 。 今年 一 年 の 感謝 を 込め て 、「 よ い お 年 を 」 の ひと 言 を 付け 加え 、 丁 寧 な 接客 を 心掛け る 。 


【 年 末年 始 】 住宅 立地 
麺 【 大 掃除 】 


クリ スマ ス を 過ぎ る と 一 気 に 年 末年 始 モー ド 。 今年 
は 帰省 を 控え た り 日 程 を ずらし た り と 、 1 人 で 年 越 


し を する 人 も いる だ ろう 。 年 越し と いえ ば そば だ が 、 


鍋 焼 を うど ん や きつ ね うど ん 、 年 越し ラー メン な ど 
麺類 全般 の 売場 を 広げ て 販売 し た い 。 銀 鍋 は 寒く な 
れ ば な る ほど 売れ る 商品 の た め 注力 。 本 格 生 そ ば は 
予約 受注 を 徹底 し よう 。 


年 末 が 近づく と 掃除 用 品 の 売上 が 伸び る 。 今年 は 家 
に いる 時 間 が 増え た た め 、 普 段 掃除 が 行き 届か な い 
場所 が 気 に た つた 人 も 多い だ ろう 。 掃除 用 品 を アピ 
ー ル する チャ ンス だ 。 雑巾 や スポ ンジ 、 掃除 用 洗剤 、 
ゴム 手袋 、 パイ プク リー ナー、 ダ ニ 対 策 商品 、 ア ル 
コー ル 液 、 網戸 ブラ シ な ど 、 幅 広く そろ えた い 。 


年 越し そば 生 麺 パッ ク 挟 則 朝 ロム 税 ビーー/ 謝 野 、 ポ ボ 必 範 プラ 
カッ プ そ ば 生 タ イプ リビン グ 掃 除 用 品 (ドラ イシ ー ト 、 ウエ ッ ト シ ー ト ) 
カッ プ そ ば 、 ざ る そば 風呂 掃除 用 品 (洗剤 、 防 カビ 煙 煙 タイ プ ) 
銀 鋼 名 種 トイ 給 腸 % 規 、 ウエ ッ ト シー ト 、 スタ ツ プ クリ ー ナ ー) 


きつ ね うど ん 、 た ぬき うど ん 、 そ の 他 


防虫 用 品 (ダニ 予防 、 害虫 駆除 、 防 中 剤 ) 


年 越し ラー メン 、 そ の 他 


芳香 剤 、 消 臭 剤 、 ア ルコ ー ル 液 ・ ス プレ ー 


小売 関係 者 に 是非 読ん で いた だ きた い 書 籍 


で きる 人 材 が すぐ に 辞め な い 職 場 の つく り と っ て も や さ し い 業務 カイ ゼン 
6 3 誰 で | zzxwscx | 聞こ え は よい が 、「 カ イ ゼ ン 」 の 成功 例 は どの くら いあ る 
Tay や その 他 業 種 の 実際 の 指導 を 
ッシュ アッ プ し た 業務 カイ ゼン の エッ 
セン ス を まとめ た も の で す 。 


賠 本 文宏 著 木村 博 著 
| 四 六 判 256 頁 定価 : す A5 判 192 頁 定価 : 1.500 円 
2018 年 1 月 発行 am 


品 表 示 の 5 つの ポイ ン ト で 活 加 物 の 区 分 の 明確 化 の 栄 5 「 ー」 が 、POP づく り の 
食品 表示 成分 表示 の 全面 義務 化 ③ ア レル ゲン の 一 括 表 示 の 強化 が 。 ば きっ と POP が 書き た く な る 、 
|④ 加 工 食品 の 原料 原産 地表 示 ⑤「 利 造 者 」 と 「 加 工 」 の 表示 し い POP の 教科 書 で す 。 初 心 者 は も ちろ ん 、 基 
食品 表示 の 知識 を 分 か りや すく 解説 し て いま す 。 いし た い 方 に も オス ス メ 


旨 田 達哉 著 山口 茂 著 
」A5 判 216 真 定価 : 1.600 円 =IA5 判 264 頁 定価 : 1.800 円 
62 2017 年 5 月 発行 


食 は 命 な り 」 を 理 

お いし い 食 品 だ け を 提供 

ち スー パー「 ま る お かり も E 営 者 、 補 氏 汰 その 糧 
を 初 公開 


丸岡 守 著 
四 六 判 240 頁 定価 : 
UDEB2 


こ 接する 大 切な シー ン 。 お 店 
は あ り ませ ん 


8 業 、 接 
ョ ン な ど 、 体 系 立て て わか りや すく 解説 し て いま す 
浜田 和 江 著 
AS5 判 176 頁 定価 : 1.500 円 


201 ーーー トー 発行 


| レジ チェ ッ フ 
運 M 【 誕 が 催 い 出 を マス ター 1 年 12 カ月 グレ イン グ 事 例 10 
で きま す 。 陳 列 と 演出 の 全て が 分 か る 1 冊 で す を 網羅 ! 要 の 回 人 に な る h 冊 で す 。 


= | 鈴木 國 朗 著 西村 宏子 著 
議 A5 判 190 頁 定価 : 1.500 円 = A5 判 188 頁 定価 : 1.600 円 
2 な 半 3 2014 年 12 月 発行 


し る 陳列 、 イ ンプ ロ 売 「 し か ら 求め られ る も の を 商業 の 現場 に 
っ な い ! グロ サ 8 5 教授 が 分 か りや すく 解説 し て いま 
や 商業 に 携わる 方 々 の 必読 


鈴木 國 朗 著 林 の 江 の 自供 者 
A5 判 240 頁 定価 : 1.400 円 A5 判 288 頁 定価 : 1.800 円 
2014 年 7 月 発行 2017 年 7 月 発行 


※ 価 格 は 全て 税別 で す 。 送 料 500 円 (税別 ) が 掛か り ます 。 
(株 ) 日 本 食糧 新聞 社 読者 サー Sh TEL. 03-3537-1311 


E に 加 を つけ て 
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き の 場合 は 、 お 申し 請求 書 を お 送り いた し ます の で 、 所 定 の 金融 機関 に お 振り 込み くだ さい 。 

ます (商品 の 週間 程度 か か る 場合 が 
内 を 目的 と し し ます 。 な お 、 個 人 情報 を 当 
に より 認め 5 られ る 電 合 を 多き お 客 様 の 許可 な く 第 三 者 に 提供 する こと は あり ませ ん 


s 託 先 に 提供 する 場合 や 関係 


き て 洲 羽 吾 民 サ ひ 
は ざさ 党 
rirr 選 選び 壮 


伝説 の オー ナー 


IAKUMU 


原作 ・ 作 画 co 斎藤 巧 (さい と う た くみ ) 
K か つて 自ら コン ビニ チェ ー ン を 立ち 上 げ 
100 店 舗 を 経営 し た 伝説 の オー ナー 


滑 一 キー キ 
な 4 こび oN 


の 


さぶ マン 


今 毎 
年 年 
は 頼 
無 ん 
し で 
に る 
し お 
て 節 
料 
理 


e て 計 


やき させ の 沿 其 (いく 


ざさ ぶ と で で 左 半 
泊 秋 ③ 敵 所 均 居 ゆ 
Q て の 史生 き 6 


し 
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を ヘル シー に 食べ る 組み 合わ せ 方 を 紹介 。 企業 な を ど で メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム 予 防 の た め の 栄養 相 談 、 講 : 


ひら さわ よし え 東京 労災 病院 治療 就労 両立 支援 セン ター 管理 栄養 士 。 2001 年 より 現職 。 HP に コン ピ ビ - 
取り 組む 。 ま た 、 深 誤 務 者 約 1000 人 の 食 生 活 調査 を 開始 、 現 在 も 調査 を 継続 中 。 httpy/wwwtokyorjohasgojp/ 
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か わ べ の ぶ お 博士 (商学 ) 早稲 田 大 学 、Ph.D. (オハ イオ 州立 大 学 )。 広 島 大 学 助教 授 、 早 稲田 大 学 教授 、 文 京 学院 大 学 学長 を 歴任 。 著書 は 『 新 版 セブ ン - イ レブ ン 
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オン の 提供 を 通じ 、 お 店 の 永続 的 な 繁栄 を サポ ー ト 。 


立地 に 関す る セカ ンド オ ピ ー: 


に 、 


に 限ら ず 、 さ ま ざ ま な 業態 で の 開業 希望 者 ! 


部 に て 19 年 間 、 売 上 予測 シス テム の 開発 と 運用 を 行う 。 数 多く の 売れ る お 店 、 売 れ な い お 店 の 原因 を 知り 尽く し た 立地 診断 の プロ フェ ッ シ ョ 


ナル 。 コン ピ : 


本 部 に て 27 年 間 加 盟 
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図表 ② 駅 と 事業 所 の 間 に 位置 する 候補 地 


図表 ① 鉄道 の 乗り 換え ルー ト 上 の 候補 地 
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リサ ー チ ラボ 代表 、 商 業 店 舗 立地 診断 士 。 コ ン ビ - 


アイ ・ 
に 合っ た 品 揃 え 提案 を 行う 。 


店 ・ 店 舗 開発 に 従事 。 自 身 の 実務 実 績 と 数 多く の 出店 を 体験 し た こと か ら 、 既 存 店 舗 経営 者 に 対し 商圏 分 析 か ら 品 揃え と 新規 顧客 集客 提案 を 、 


新規 出店 者 に 候補 地 の 選定 と 立地 診断 プラス 立地 


泉 裕幸 (いずみ ひろ ゆき ) (株 ) ユニ バー サル リサ ー チ 主 問 、 
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18 月 か ら 1 月 の 非 日 常に with コ ロナ の 非 日 常 が 掛け 合わ さる 


休暇 の | 分 散 化 ]」 で どう 変わ る ? 


年 末年 始 の 店 内 オペ レー シ 


Believe-UP 信田 洋二 


ご 
5zi 呈示 年始 
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っ の の 0 人 人 
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日 量 ら 遇 軸 / 嵐 鳳 コ 
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この 年 末年 始 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 収束 が 見 通せ な い 状 況 に な 
っ て きた 。 年 末 か ら 年 始 に 至る 、 通 常 と は 異な る 店 舗 オ ベレ ーション 
に 、 さ ら に 不 確 実 性 の 強い 購買 行動 が 掛け 合わ さっ て くる 。 売 上 を 最 
大 化し な が ら 廃 棄 ロ ス を 抑制 する た め に 、 例 年 に も 増し て お 客 様 の 動 
き を 見 極め る 必要 が ある 。 小売 マー ケッ ト と 店 舗 オ ペ ベレ ーション に 詳 
し い 筆 者 が 、 年 未 年始 対策 を 指南 する 。 

し の だ ようじ 1964 年 徳島 県 生ま れ 。85 年 入 イイ レブ プン 人 店 舗 経営 指導 員 (OFC) 2 


に ディ スト リク トマ ネー ジャ ー (DM) と し て 約 120 店 舗 に 対す る 経営 指 導 を 実施 。 そ の 後 、 情 報 シ ステ ム 本 部 発注 シス テム 担当 マネ ー ジ ャ ー 
マネ ー ジ ャ ー を 経て 、2010 年 独立 後 、 流 通 ・ 小 売 業 、 サ ービス 業 、 ペン ダー な ど を 対象 に 、 コ ン サ ル タ ン ト と し て 活躍 。 コッ ビニ 202012 56 
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店 前 を 走る 車 は 年 末 エ モー ド に 入り 、 気 ぜ わし く 混 雑 も 
予想 され る 。 年 内 に 仕事 を 片付け る た め 、 こ の 週 か 
ら 積 極 的 に 人 の 動き が 多く な る 


あら ゆる 時 間 帯 の 商機 が 上 昇 する 。 各 時 間 帯 で の 品 
揃え を 強化 する 。 特 に 気温 が 下がる た め 、 缶 ウオ ー マ 」 
一 系 の 商 材 や ワン ハン ド 商 材 に 商機 


外部 か ら の 入り 込み が 徐々 に 増加 し て くる た め 、 店 
内 で の フェ ー ス アッ プ な ど へ の 意識 付け を 徹底 し て 
お く 。 探す 手間 が 少な い 店 と の 評判 を 取り 付け る と 、 
リピ ー ト 率 上 が る 


仕事 的 な 動き とし て の 年 間 最大 の 交通 量 が 見 込ま れ 
る 。 渋 滞 な ども 多発 し 、 イ ライ ラ が 募る 時 期 。 多 忙 
の 上 に 心理 的 に は か な り の スト レス と な る 


忙し い 状況 で あり 、 ワ ン ハ ンド 系 の 商 材 (お に ぎり 、 
パン サン ドイ ッ チ 、 カ ウン ターFF な ど ) と 栄養 ドリ 
ンク ホッ トコ ー ヒ ー な ど は 商機 大 


車 の 淡 滞 状 況 に よっ て は 、 非常 に イラ イラ し な が ら 店 
内 で 買物 を され る ケー ス が 多い た め 、 丁 寧 な 接客 を 
心掛け る こと 。 ト イレ 掃除 は 小 ま め に 実施 する 


行楽 の 動き と 帰省 の 動き 、 仕 事 の 動き と 三 つ 重なり 非 
常に 多く の (そう いっ て も 昨年 度 ま で より は 少な い ) 
人 の 動き が 伴う 。 最 も 活発 に 動く 週 と な る 


ワン ハン ド 系 の 商 材 の 商機 が 最高 潮 に 高まる 。 特 に 
深夜 か ら 早朝 の 時 間 帯 の 動き は 28 日 (月 ) か ら 30 日 
( 水 ) が 中 心 。 帰り 需要 は 2 日 ( 土 ) が 戻り の ピー ク と 
な る た め 、 食 パン な ど 白 物 商 材 に 商機 あり 


深夜 か ら 早朝 に か け て の 客数 も 多く な り 、24 時 間 フ 
ル で 来店 が ある 。 こ の た め に 、 こ の 週 に 関し て は 深 
夜 特別 体制 を 組み 、 要 員 の 増員 な ど を 検討 する 必要 
が ある 


当 週 の 平日 [4 日 (月 ) >8 日 ( 金 )] に 関し て は 、 例 
年 で あれ ば 新年 の 挨拶 な ど で 混 条 す る が 、21 年 の 年 
始 は 非常 に 静か な 仕事 始め と な る 。 営 業 車 な ども 少 
な く 、 人 の 出 は 緩慢 


年 末年 始 モー ド か ら 一 転 し 、 通 常 モー ド に 切り 替わる 
が 、 こ れ と いっ て 大 き な 商 売 が で きる 商 材 が な い の が 
正直 な と ころ 。 日 々 の 通行 量 や 広域 で の 動き な ど を 
見 な が ら 品 揃え を 実施 


特別 対応 シフ ト か ら 通 常 シ フト に 戻し 、 店 内 の 新年 
モー ドー 一 切 を 払拭 する こと が 求め られ る 。 最 も 「 休 
み モ ー ド 」 に 敏感 な 立地 で あり 、 早 々 の 対応 が 必要 
と な る 


出勤 者 に と っ て は 、 い よい よ 「 年 末 モ ー ド 」 に 入り 、 
仕事 と し て は 忙し く な っ て くる 。 残業 な ども 増加 傾向 
に ある た め 、 夕 方 以降 の 人 の 出 も 増え る 。 し か し 飲み 
会 な ど は 少な いた め 引け は 早い 


夕方 の 残業 時 間 帯 で の 「 小 腹 満 た し 」 系 の 商 材 (中 華 
まん 、 菓 子 パン 、 菓子 な ど ) に 商機 あり 。 忙 し く な っ 
て くる と 、 代 理 購入 な ども 増加 し 、 手 巻き まお に ぎり な 
どの 販売 も 伸長 する 


日 中 の 時 間 帯 の ビー クタ イム の みな ら ず 、 夕方 に も 来 
る ピー ク を し っ か り と 乗り 切れ る 体制 を 構築 。FF な 
ど は 集中 的 に 売れ る た め 、 仕 込み 時 間 の 設定 に 注意 


さす が に この 時 期 で あれ ば 、 在 宅 勤務 者 も 出勤 し て 
年 内 最後 の 仕事 の 仕上 ぼ げ を する ケー ス が 増加 する た 
め 、 久 々 に 人 の 動き が 活発 化す る 。 残業 な ども 増加 
し 、 朝 、 昼 、 夜 の ピー ク が 明確 化す る 


すっ か り 縮 小 均衡 路 線 が 定着 し て し まっ て いる 可能 
性 が ある た め 、 昨 年 度 の デー タ な ど を 確認 し 、 年 末 
に 売れ て いた 商 材 を 大 きく 展開 する と 、 拡 販 で きる 
可能 性 が 高い 


休暇 分 散 化 の 要請 に 基づき 、 各 企業 の 休暇 の 情報 は 
事前 に 確実 に 押さ えて お く こ と が 重要 。 納 会 が 25 日 
( 金 ) の 場合 、 関 連 商 材 は 事前 に 準備 し て お く こ と 


28 日 (月 ) が 納会 な どの 場合 は 、 最 後 の 人 の 出 と な る 
可能 性 が ある 。 た だ し 、 納 会 は 非常 に 小 規模 で 行わ 
れる 可能 性 が ある た め 、 夕 方 以降 の 引け は 非常 に 早 
い 


年 内 最終 出勤 日 まで は 、 弁 当 や パン な ど 、 代 理 購入 
需要 の 商 材 に 大 き な 商機 あり 。 温 め な いで も 食べ られ 
る も の や 手 を 汚し に くい も の な ど は 、 ま と め 買 い 需 要 
も ある た め 商 機 広がる 


時 間 帯 ご と に ニー ズ が 大 きく 異な る た め 、 時 間 ご と に 
売場 を 変え て いく こと が 重要 と な る 。 年 末年 始 は 動き 
が 爺 い た め 、 ス タッ フ の シフ ト な どの 調整 が 必要 


休暇 分 散 化 の 要請 の 影響 か どこ まで 出る の か 、 予断 
を 許さ な い が 、 人 の 出 が どこ まで 戻る か は 旧 年 内 に 
調査 済み の は ず 。 動き が ほぼ な い 可 能 性 も 高い が 、 
戻っ て も 当 週 は 新年 モー ド で 動き は 閑散 


近隣 事業 所 な どの 動き に 大 きく 影響 する た め 、 仕 事 
の 戻り の 状況 に よっ つて は 、 朝 お よび 昼食 の 需要 の 取り 
込み で の 商機 は 大 きい も の が ある 。 た だ し 、 食 欲 は 
低下 し て いる た め 、 軽 め の 食事 が 好ま れる 


当 立 地 は 「 流 行 の 最 先端 」 を 追い 求め る 立地 で あり 、 
競争 (競合 ) も 激しい た め 、 季節 な ど に 先んじ て 、 風 
那 や 花粉 の 対応 を 実施 する こと に 専念 し た い 


年 末年 始 を 控え て いる この 時 期 は 、 年 間 を 通じ て 最 
も 観光 客 の 動き が 低調 と な る 。Go To トラ ベル キャ ン 
ペー ン な ど で 回 復 基 調 で は ある が 、 本 調子 の 動き ま 
で に は 至ら ず 


Go To トラ ベル キャ ン ペ ー ン で 観光 客 の 需要 は 回 復 基 
調 の た め 、 春 先 な ど で は 壊滅 的 だ っ た 土産 物 や 、 地 
区 の み で 販売 し て いる 商品 な ど に 商機 。 イ ンス タ 映 え 
する 演出 を する と よい 


一 見 さん の お 客 様 が 多い た め 、 意 思 の 王 通 が で き に 
くい こと も 少な く な い 。 し か し 、 今 後 の 地 区 の 観光 業 
の 一 角 を 担う つも り で 、 て いね いな 接客 を 心掛け た い 


26 日 ( 土 ) か ら 、 観 光 客 の 入り 込み が 開始 され る 。 早 
けれ ば クリ スマ ス 時 期 も 入り 込み は ある だ ろう が 、 大 
半 は 26 日 ( 土 ) か ら が 本 番 と な る 。 各 和 宿 な ど に 予約 状 
況 な ど を 確認 し て お く こと で 対応 可能 な 事柄 が 増え る 


地域 特産 品 な ど を 含め 、 地 域 色 を 前 面 に 出し た 商品 
だ け で は な く 、 普 段 使い の 商 材 や 旅行 グッ ズ な ど 忘 れ 
に 3 緊急 雷 要 に 耐え られ る 商 材 
に | 


人 の 入り 込み が 増加 し 、 ト イレ 借用 な ども 増加 する た 
め 、 ト イレ を 含め 、 店 内 清 掃 に つい て は 入念 に 回 数 
多く 実施 する こと 


今年 に 関し て は 、 帰 省 より も 感染 防止 対策 が 取ら れ 
て いる ホテ ル や 旅館 の 方 が 安全 で ある と し て 、 観 光 客 
の 入り 込み が 増加 する 可能 性 が 高く 、 当 週 は 最も 人 の 
動き が 活発 化す る 。 


Go To トラ ベル キャ ン ペ ー ン の 地域 クー ポン の 使用 は 
チェ ッ ク ア ウト 日 の 24 時 まで 。 帰 り 道 に 残っ た クー ポ 
ン を 使っ て の 土産 物 な どの 需要 が 高まる 可能 性 が 高い 
1 地域 の 土産 物 は 欠 品 させ な いよ う 


活況 を 呈す る と は いえ 、 一 時 的 な 現象 と 捉え 冷静 に 
シフ ト 組み な ど を 行う 必要 が ある 。 た だ し 、 素 早い オ 
ペレ ーション な ど は 要求 され る た め 、 人 員 配 置 を どの 
よう に する か 検討 が 必要 


祭り の 後 の 静 けさ が 訪れ 、 一 瞬 だ け の ピー ク が 嘘 の 
よう に 静 ま り 返 る 。 イ ン バ ウ ンド 需要 な どの 取り 込み 
も 全く で きず 。 行楽 容 も し ば らく は 動か な い 状況 と な 
る 。 た だ し 、 一 部 休暇 分 散 化 の 影響 で 観光 客 の 動き 
が ある 場合 も ある 


商機 的 に は さほど 大 きい も の で は な い が 、 こ の 時 期 
に 入り 込ん だ 観光 客 は 、 じ っ くり と 腰 を 落ち 着け て 観 
光 す る ケー ス も 多い と 想定 され る 。 店 内 を ゆっ くり と 
見 て 回 り 、 珍 し いも の に は 手 を 出し や すい 。 ご 当地 も 
の を 売り 切る 最後 の 商機 と 捉え る べき で ある 


確実 に 作業 量 が 減少 する た め 、 シ フト 入り の 調整 を 実 
施す る 必要 が ある 。 一 部 に は まだ 観光 客 も 入り 込む 
ケー ス も ある た め 、 シ フト の 調整 な ど は 慎重 に 対応 す 
る こと が 必要 
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図表 具体 的 な 立地 別 ・ 期 間 別 の 対処 の 仕方 
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商機 の ポイ ント 


店 内 オペ レー ショ ン の 
ポイ ント 


忘年 会 シー ズン の 動き も 低調 で あり 、 活 発 な 動き と は 
な り に くい 。 

人 の 動き の 引け も 早く 、 年 末 の 残業 組 と 早 帰り の 2 極 
分 化 


夕方 か ら の 「 早 帰り 」 需要 の 取り 込み と 、 朝 の 時 間 帯 
の 通勤 ・ 通 学 放 中 で の 立ち 寄り 客 に 商機 


いずれ に せよ 気 ぜ わし い 時 期 と な る た め 、 急 いで 対応 
を 求め て いる お 客 様 に 精 一 杯 素早 い 対応 が 必須 。 タ 
方 の 立ち 寄り に も 期待 で きる 


少な いと は いえ 、 忘 年 会 の 動き や クリ スマ スパ ー テ ィ 

な どの 人 の 動き が 出 て くる 時 期 と な る 。 年 末年 始 の 休 

由 分 散 化 の 流れ で 25 日 ( 金 ) が 納会 と いう ケー ス も 多 

PS それ まで に 仕事 を 片付け よう と 残業 する 人 の 
きも アリ 


クリ スマ ス 期 間 中 (23 日 ( 水 ) か ら 25 日 ( 金 )) は 、 手 

近 な 所 で 、 自 宅 で の 家族 だ け の パー ティ 需要 が ある 

人 ケー キ 、 オ ー ド ブル 関係 、 酒 (ワイ ン ) な ど に 
アリ 


クリ スマ ス 時 期 に 関し て は 、 店 頭 売り が 可能 な の で あ 
れ ば 、 挑 戦 し て みる こと も 次 回 の 打開 に 向け て は 一 
計 


年 の 瀬 と 年 明け は 人 の 動き も 低調 で 、 初 語 や 帰省 客 
な どの 動き は あま り 期 待 で き な い 年 と な る 。 在宅 で 過 
ご で す ケ ー ス が 増加 する 。 新 年 恒例 の 百貨 店 の 福袋 も 
な く 、 人 通り は 少な い 


少な いな が ら も 一定 数 の 人 の 出 は ある た め 、 こ れ ら の 
人 に 「 プ ラス 一 品 」 を どの よう に 藤 め る の か が 商機 の 
カギ を 握る 。FF、 缶 ウオ ー マ ー、 飲 料 な ど に 商機 


大 みそ か な ど 、 人 の 動き が 低調 な 中 で の 体制 維持 や 
品 揃え の 確保 な ど 、 綿 密 な 計画 と 仮説 立て が 必要 と 
な る 。 発注 数 量 に まで 踏 み 込ん だ 指示 が 必要 と な る 


動き は 弱い な が ら も 「 新 年 初 仕事 」 や 「 新 学期 」 で の 
人 の 動き が 戻る 。 た だ し 、 休 暇 分 散 化 の 要請 の 影響 
で 、4 日 (月 ) か ら の 動き より も 、 順 次 拡大 と いう 印 
象 と な る 


新 学 期 や 新年 で の 通常 の 当 立地 の 動き に 戻る 。 この 
た め 、 通 常 の 発注 に すぐ に 戻さ な いと 商機 を 逃す 危 
険 性 を は らむ 。 年 未 年 始 モ ー ド か ら の すばやい 脱却 こ 
そ 最 大 の 商機 と な る 


通常 の シフ ト に 戻り 、 朝 タ の ピー クタ イム を 中 心 と し 
た オペ レー ショ ン に 戻る 。 成 人 の 日 [11 日 (月 ・ 祝 )] 
以降 は 、 本 格 的 な 戻り に 向け て 店 内 体制 の 立て 直し 
を 実施 し て お く 


在宅 比率 が 高まる 。 し か し 、 在 宅 で も 仕事 量 は 変わ 
ら な いた め 、 年 末 で 忙し い ケ ー ス も 増加 。 簡単 な 食 
事 メニ ュー で 済ま せ た い と の 心理 が ある 


日 中 か ら 夜 間 に か け て の 主食 と 惣菜 、 お よび 菓子 や 
酒 な どの 震 要 増 が 見 込め る 。「 オ ン ラ イン 忘年 会 」 の 
実施 が 増加 する た め 、 酒 お よび 関連 商 材 に 商機 


一 品 で も 多く の 商 材 を お 薦め し 、 購 入 に 結び 付け る 努 
力 が 必要 。 ク リス マス ケー キ (オー ドブ ル 関 連 含む ) 、 
お 節 料 理 な ど 最終 の 取り 込み を 行う 


学校 の 冬休み 期間 を 調査 し 、 そ の 時 期 か ら は 冬休み 
の モー ド に 入る 。 仕事 を 抱え て いる 人 に と っ て は 、 年 
内 納期 の 業務 の 仕上 げ を せ ね ば な ら ず 非常 に 多忙 
と な る 。 ク リス マス は 、 自 宅 で 過ごす 人 が 多く な る 


ある ゆる 時 間 帯 に 商機 あり 。 こ の 時 期 を 外す と 商機 は 
し ぼ お 。 取 り 切 れる だ け 取る (売れ る だ け 売 る ) 姿勢 
が 重要 と な る 。 特 に 、 カ ウン ターFF の 揚げ 物 関係 は 
年 間 通 じ て の 最 需要 期 と な る 


一 日 一 日 の 店 舗 で の 目標 を 明確 に し て 、 作 業 に め り は 
り を つけ る こと 。 総 花 的 な 指示 の 出し 方 で は 動け な 
い 。「 フ ェ ー ス アッ プ 集 中 」 と か 「 品 出し は 完遂 させ る 」 
な ど 明 確 な 指示 を 出す こと 


在宅 が 増加 し 、 家 か ら 出 な い ケ ー ス も 増え る 。 密 を 避 
ける た め 、 大 き な 神 社 な ど で は な く 近 隣 の 神社 な ど 
で 初 語 を 済ま せる ケー ス も 多い 。 年 越し は 、 テ レビ な 
ど を 見 て 過ごす ケー ス も 増え る 


迎春 準備 用 品 は ひと そろ い 、 し っ か り と 入れ て お く 。 
調味 料 や 乾物 な ど 、 普 段 動き が 悪い も の まで 動く 可 
能 性 大 。 大 掃除 電 要 な ど で 、 簡 単に 食べ られ る よう 
な も の や 幕の内 弁当 な ど に も 商機 


普段 動き の 遅い 調味 料 系 や 乾物 、 洗 剤 、 掃 除 道具 な 
どの 動き が 良く な る た め 、 一 気 に 在庫 確保 を 行っ て お 
く こ と が 重要 と な る 。 長 時 間 の 在宅 の た め 、 大 袋 菓 
子 な どの 品 揃え も 強化 


休暇 の 分 散 化 に より 、 当 週 も 休み と な る ケー ス も ある 
中 で 、 初 語 な ど は 三が日 の 人 混み を 避け 、 こ の 週 に 
ずら す 動 きも 出る 。 新 学期 の 開始 タイ ミン グ は 学校 な 
ど に 確認 し 対策 を 取る 


長期 の 休み 明け は 財布 の ひも が 固く 、 な か な か 商品 
の 動き が 鈍い 状況 と な る 。 新 商品 の 展開 や 、 年 末年 
始 の 暴 飲 な ど を サポ ー ト で きる 商 材 、 風邪 対策 関連 
商 材 に 商機 あり 


人 の 動き や 近 隊 の 休暇 の 状況 な ど を 確認 し な が ら 、 
「 通 常 モー ド 」 に 戻し て しい か ね ば な ら ず 、 戻す に も 慎重 
さ が 求 め られ る 。 休日 対応 を 継続 する 必要 も 含め て 
情報 収集 が カギ と な る 
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更 AN@ 世 涯 を べ S 庫 交 篤 泥 共 応 で 
癌 る 宗 G 包 結 く し 438" 和 y 征 
示 @ES 此 「 の 競作 | 和 を 
や ーー 洋 」 ぐ 軍人 は いろ し 6 遂 愛 的 
選 い JJ 矢 同 股 JJXSN* 
11nm387 RS か へ 入 ーSTNS を 
一 堅 型 后 案 玉吉 SN ポ 半 
や ロー へ 生 JSTNIN で エー いひ うじ 
323” 邊 明 G 医 評 設 玖 肛 く "外し 窯 生 
忍 じ 対 所 二 ら On@ 短 補う つ レ ズ 衣 
眉 詞 ら 0 じ へ Ne” 人 THSTHH ト 宮 り 
3” 桂 S 選 し G 脱 拉 @ 握 嘆 生 KW ン 
選 る ふつ" R か へ 篤 一 宇 宝 部 和 
ペー 公 半 下記 SpSS” 憲 国 を 
和 を 症 避 舞 つく 再 0p 王 じじ っ ょ 4D 
ぐっ JWN で hG? 

8 注 に SG 四宮 38 貴 の” 短 居 
思 志 扱 褒 きいろ じ p HAS 1138 負 


86 所 語 G 至 展 称 空 じい @" 親 守 
時 膨 SO S い さ ロー さ NKG 演 箕 
近 p 8 中 主人 に 3 誤 測 YO で し 8 
CVo 信 べく 
Et い JNe0SYFY) 2 こい (で で 
的 じ る NeS し 36 る Nm DS 
聞 守 3 | 居 は 束 回 neS 革 所 牙 
いさ 7 か て の 

JG 撃 肖 わ レロ () 会 上 
SQ ロ (⑳) 人 お し やせ 当 章 記 6 選 容 
し S 詞 還 *J” 寄 <hJ6O し 38「 打 避 
S ぐ 中宮 ( 告 写 貴光 し 球 や 妃 じ 入団 
に 9 朋 了 の に さっ mueesocNer に いり 
還 構 つ く " 

J で QR か へ ペーG 短 38" 外 涯 


選 じ 志 畠 斉 や 宮 再 守 SG 口 ヘ ー ロ ー 
に Na た < に SCSM くつ 
し ASA? 還 球 払 人 細 更 つ 史 お で 
56Q8 る 人 時 G べ GS 軍 所 387 中 
人 る 選 環 やじ 栓 お 選 し 的 皿 祖 生か NG 
運 つい ン ム っ ) 並 語 的 和 un つ し し め 
過 剖 や 交 jph@ 軸 編 如 0 包 潜 案 堂 絆 
つ 選 人 思 ANM で 年 愉 較 宜 Gp) 

聞 鞭 ?3 約 JINN マ キー 政 寺 二 だ は い 
っ し じ G 敬 誌 史 裁 つ 生 い @ け の 寄 和 球 
GR 特 の の る eaerny 

人 時 GS ふつ へ KK 揚 蜜 )% や し ぐせ 一 
トー 「 澤 概 a 人 6 家 揚 」 し 交 ScY 
で 反し ON6 公 K 公 伝 己 HG 揚 8 
いじ 拉 で ye) ろ いし 再 M じ 88 る" 


中 9 (ーー 忠 の 上 (m 


に に や リ 
Wo て と 突き 


っ で 全 NG 時 慌 叶 次 時 手帳 尿 
1 倒 ロ 6PT 時 民生 守 SG ジー へ の る 
いし p 弄 他 ら 8 光り JG 守 写 じ p^ 
を へ 「 全 経 局 」 つや べ G 軍 人 福 
淳 避 NepG っ JBBS で) の ” 巡 突 じ め 
4S で " 家 守 HH 渋 選 お 8 ツン て へ 
N さ HAS まぐ 所 に め ゅ 思惑 で hG 突 実 
もし 39” 半 員 人 W0 を に 家 NOG 叶 県 
語 038 神 る 癌 ろり WWR 選 所 名 6" 

忍 S つ 「 人 綴 」 8 ひし 7 


宮 N38 計 潮 昌 村 史 0P3” 経つ 
過半 訟 8 近い Q る 謀 潮 じ 交 N9 丸 計 
豆 叶 畑 へ GS さ へ ーー し G を ロ 4 
1@ ホ ーKpSNS ン 8 る "回 下 1 必 介 本 
密 や ぐ ゞ mG 忠 陣中 鍋 中 応 る G 
ホーKapA ン 66J 軸 で で hG" 

吾 財 GR へ へ 気 一 血 正 つ く る 
人 Sp RS ンズ く G 庫 0G 王 / る 3 
 () BeneSSKn 案 際 細 計り 
S 計 ヨ や pm 過 ら G 叶 禄 つ 伝 史 ン 
剖 dHphG 避 補 坦 宗 軍 る” 半切 つ 
いい EEEear で Ft こい 
NG 光司 介 壮 N" 
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守り Sm (R) お 示 茸 る し 
SHA く ペー 出向 要 人 る 
KEKEFSEW 人 に 


⑯ 人 8 国人 6 る "1JS 選 る ” 恒 <J 
8 人 SS で し ぐ 「 過 自 梁 る 」 祥 用 評 
1@4JESGENG" お へ を て 公 條 筆 
ーー 癌 07 い A く へ 和 を 洋 ぐ 宣 定 的 の 
人 誰 競 生身 球 W じ G 選 帳 朗 る 
人 SC に AR で hG 挟 習 赴 会 害 く " 

SJOQ 人 SN33 妥 認 只 語る 
SD mesG マ トー 和 革 さく 族 光 
2J7 没 並 康 4⑯ 間 補 rQSn46 い 
療 還 年 振 時 架 HATN KNー 
AN 一 必 ” 宮 ご 範 史 0S 骨 惑 守 


eSne" 馬 失 倒 そり る 
要 《 し 3438” ー ズ 親玉 SG 芝 
HE 家 を 介 紀 や 9 ン Sh 
3DSS” HASjl 肛 る 
DX)JFe に さこ みて こ E よ | 
ツン nepG JEIS で NeS に 
で る 競 出家 G 美 詳 寺 5J 宮 
入 StQEnG? 

6" 還 納 叶 舞 つつ し 語 
(くさ ) 導 38" 料 WPS 
忌 電 里 力 AC い ホ ー に 用 
NG 妃 ” 還 王 入選 G 
証 拍 半生 親征 壮 仙 7 
性 交 的 坦 釣 9 ろ いひ 
「 握 堂 ( 財 敗 ) 計り 諸 」 ぐ 
能 穫 公 笑 評 か N@ 芯 翌 赴 勾 二 
2” 時 相生 村民 8" 
ぐ で QS 呈 注 選 2) は 「 穴 
や 妃 じ 坦 全 和 」 ざ つじ "HH 
SSJSTNIN マ キー 外 型 ぐ 志 定 3 呈 
DS に = に YO いと ESIXJ に od 
翌 案 所 私 ンズ 色 る っ 丸 る ” 悟 枝 
径 SN@ つ で 拉 吐 察 公 選民 
し し SEOS 杏 妃 並 語 邊 
し 3 走 志 次 会 宣 8 で PD4SAS 
べつ へ お る きろ めぐ 3) 否 で NG" 

KS 会 [G ロ (O] 8n2b37 
か へ 私 私 へ AG 慰 6Cp” 祥 器 
(Q 時 約 ) 競 S0D り だ 6 し ロ 癌 る 
究 衣 じ ぐ 志 そ 公 路 叶 0 で NG 症 守 
引 牙 つじ し 8 コー( 億 ) の 


(m) ぐ 由枝 呈 避 5 人 9 に 公 季 
マロ ( 下 ) ペ 半 BY7 へ XuxQ 
リル EESTI さか 2PeFS 

の ロ () Jp 半 玉 8/ 0 役 
KG や お を 忠吉 A5AJ499SrQ 公 刀 
塗 で で ” 家 叶 対語 ene 用 力 汐 つ いひ 会 
で し eS 人 上 HG 症 回 SKY 
JJSxen8 回 ぐっ 告 い うろ し じ ろ 
467 1 口中 っ 守 誠 回民 入居 ろ " 
選 ン SQG 軸 穫 科 罰 統 光 5J 守 団 四 
で つの 科 In トード に 室 党 臣 せ 
ぬ CShG" 

半 は JSTHH 相 容 提 くじ 3 曽 
※ ポ NG 鉛 家 虹 を 品 葵 琴 で し yp 
G 疾 蜂 対語 NG 鈴 居 玉 く 交 沿 つ 
ド 七 回 連対 尾 っ 忌 ろ ペ Y「 回 
舎 お 」 朗 heE 舌 ・ 穴 貴人 革 沢 対 
%IoNe 選 問 幸 色 二 る " 


芯 細 羽衣 人 @ 玉 て べ お Q 
甘 箇 t 全 @ 務 師 回 野 


「 興 編 設 軸 」 を 「 還 着 つ 8」83J 
3” 足し)S で 58 臣 m を に ※ ( 思 選 
競 5J 式 王 つ じ く )@ 刀 る 捉 志 
1JS で QS 還 物 装 弓 千 生 N9 の りう や る 8 
っ ” つ 公 つ 人 年 選 認 つ し 3 豆 時 
志 ロ ※N の 時 (NGmー 叶 ) G 業 
KNHSSNS 氷 肢 志 対人 に | 
宝 注 ph 族 弄 人生 公 光 腫 言 jpt@S 
し 38 っ 公 の BIR で hG" 

区 渕 ” 忠久 つき くべ を 染 き S※ 


上 


に ElEoX い Jaeefvie こ で で IE た II 
で 597 計 近 押 銘 228 叶 状 守 し 
交 ” 條 時 つ し 忠利 計 弘 
誤 要 し 叶 各 3 公 0 公 交 の G 態 補 加 
加代 6 で hG? 

滞 郡 守 ぐ を 快 公用 長生 0@ りり 
し "世紀 じ 畔 雪 つ し 2)@「c の 吾 」 
「o 記 吉 」 交 JG 叶 各 8 当 08 会 
SG 隷 @ 譲 恨 守 玖 96 で NOT J で 
QG 西 守 で く 抜 揚 的 SOS46n い 8 性 
堂 じ 羽 選 jpNeG 人 は いう し 38" の テ 
SmQG 吐 親 包 還 し 緩 導 つ "本 
^6n9 柚 HKX 軸 雪 jphNG" 

和 だ くり 写 半 は 半 弄 は 6N 詩 六 綴 
競い ろ じ し” 宮 MHS 人 トー 計器 
品 jpyeQ し 8 放 ソン” つり 全う 舞 議 
し NG 療 亜 計 毅 線 N9 り JJ 科 る 人 選 
で NG" 

時 慌 生 剖 G ト へ 向 決 家 下 つ し" 
條 時 3 音 則 倒 届 るり る) 公選 冠 時 ペ ゴ 
旨 思 移 涯 SN6J) 伝 吊 遇 40 で じ ろ 
N@” 紀和 回 室 AS の し へ る) 時 翌 千 下 
ぐ ホ へ SQ 星 思 有 いろ し jp 86861J で 
し G 選 刑 和 き 肖 じ 抜 垣 人 0 で NeJ ぐ 算 
震 公 SN 

叶 接 つ SQ 時 人 約 SSSJ” 広 上 
宇和 を 祥 ロ S 皇 GS に 時 交 Jp 
時 8 愛 る she 共和 SR J 必 つ 
SOJEKmPS と りり て 人 NE 
供 を 棚 80G 能 脱肛 く ぐ 表 所 矢 泡 
型 AXSNG" 
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デー 忠 ぐ 山 ー ニ ( 叶 中 ) 


営 く SmG 半 叫 公 
よっ に トッ ドリ 

川 生還 室 攻 お Ne4J” 1 怪 明 失 中 
ー と ロロ 祥 の 矢 y@G 室 宮 革 G 宮 し 
283SN 和 ST 時 8「 全 経 」 の 2 愉 
交 定 色 QS 脚 龍 人 S の ” 渦 寺 し 3 人 
1@ 節 療 恵 人 年 や Ne 避 剛直 旬 軍 2” 
S り 8 富 NW に 全品 S 下 款 史 出 
や )G 忌 門 S0G 記 0p 交 の ” 豆 生 S 選 
雷 近 る 6cap べ 経 己 つ 選 べく 庫 0 
9J4J 宮 肝 MO で NT 

交 生 S 蛋 散 ぐ nn ロロ (中 ) 
6 し 半 座 半 詳 感 jpteJ2nS38” 
SG4 志 に 居 せ 選 2 代 で 
も po 世 ( ペ ) を o 呈 ( 芝 ) 計 SJ 全 
4QG 選 才 近 人 8 十 へ 記 WAN で NG7 
づつ 会 つ 江 避 御 人 は いろ じ へ 57 
蝶 細 @ 時 で 銘 選 工 p 諸 案 人 で を 
EN うい JAaSEk: こ = いび つよ 
AG る し 回 哲 つ に 算 割 史 涯 6" マズ 
S 鹿 約 46 ン 組 共 塵 N6 け 3J 旬 悦 茹 ) 
NT 

ぐ 叶 ぐ 古 岸 党 消せ 困 涯 全品 JO で 
1@ 刀 る ^ SN@ 握 常 ら 8「 提 回 学 消 
取 」X 皿 祝 つ ′ 揚 牙 G 地 時 宇 G き を 
東 G 責 年 K よ AA ローーS 和 J 人 回 喉 
つじ し 抱 ン "mAQG 拓 所 避 詳 療 ( 密 


宮 HK 可 4《HK) 釣 王 0 生 Jp 括 
紀 ” K 所 ン 親 じ 室 評 で で” 近 時 吐き 
貯 本 る 計 つ ン 交 お で 87「 簿 下 
装 環 」 せ 会 9 委 沙 昌 つ きる ずり 
QAT 

マロ (R) 人 SQ 時 密 お G「 其 天 
リー を 」 県 る 球 JSNG 和 RT 名 癌 
党 坊 記 褒 志 計 要害 ph@ 光 英名 SN@3 
Kwn' に ※ 認 型 ぐ 忘 挑め p | 郭 浅 つい に" 
己 に を 臣 利 交 凶 に つべ ぐ 王 は 387 
思い ぐ 若 肖 吉 3 は 皿 Y0 で ” 挟 写 和 
ペー 仙 半 品 お じ ろ Ne トー に K 治 時 
記 つ し 3 芝生 JWNeS し 58 うろ 
所 RSR で NG" 
「AJSXSN 条 時 8 禄 つ 妃 室 選 せ 6 
RAN 生 ……」 っ 語 潜 宙 し 3 お" 
っ 豆 い し 宇多 回 る 46 いう) 
っ ひい 居 S ロ 387 競 会 癌 会 人 KS る 
守 史 人 時 人 MY で NG? 

6 上 忌 べく YS 計 届 洋 定め ポン 缶 呈 
つ "「HASM 1」 選 表 乱 Ne 宰 選 を 
に に ささ に =( CN に K< 連 < と く ナ っ こさ 
で の りく hn9 り 3) は 泊る し 居 で 会 で 
Ne38 和 記 ” 時 層 守 所 G 並 室 8 忌 
ツン K め で つ ツ ソン 並 証 呈 癌 款 定め る 8 
っ PS TASi1S 宮 宇 SHR3 お 7 
生生 に と いと 
ホー に Kp る や ン 8 る " つ 会 つ ^ 選 ぐ 


EANISNE:EESNIETSY 
6 栄 宮 ぐ ぐ 誤 概 ど お 会 


居 必 NG お 8 くる 人 SS で 6 じ 
ぐ SR 所 ヨ PSO 8 る で る heN ト 
K テ トー を 46cap” 聞 密 G 財 天宮 
潤 つ 選 軍 定 く GA か て 氏 | 居 叶 表 
公選 届 )JNG ら 4) つろ h6? 

の と 7 JAQG り 3) 対 細 M6e7 
志 軸 涯 人 上 備 早 近 払 G 吉 数 G 宗 
会 | 京 p 叶 ツン 講和 宙 mpN9 選 人 る ぐ 下 引 
ぐ S ょ ト 光 人 0 叶 民 早宮 G 演 許 
3Jp9” 6 の 出 抽 6 「 く GS 志 所 」 
XSJS46n い つじ し 宮 褒 壮 し ウス ン 
S 公 交 WRNe で SN で 6 し 
ペー ゴロ 所 店 ST 1 ホー へ 
守谷 SQ で Ne る mm 編 的 生じ 
巡 軸 導い ポロ 
ーー し jp 


GPS 
っ る 


JJ6 型 令 室 お 
し プロ ( 塞 ・ 世 
に SymC) 
いし へ 7 現 
OS 
忍 楽 堂 べ R 答 
選 皇 持つ し ろ 
3@ 和 人" J で の 


典 っ 年 な は 


時 下 つじ 3 4S6 の KK 的 癌 家 症 3 
も る” 短 交 咽 お 9 の る 必定 近 に 7 
記 濱 伝 Y96306 記 宮 記 対 衣 お \9@ JJ 
全 和 WASN@ 選 る 4SN6? 

地 弄 ぐ 交 人 SS 6 い 江 熊 到 
玉 %S で NG 人 S/ 認 SESNe 軸 "8 る 思 
3SN9PiSNvn 当 6 和 48 JO 所 
志 党 WCnJ 篤 剛 ASK 号 
選 し 時 飛 生 竣 G お 軽 」 S 察 口 jp 
ご ロ ( 宏 ・ 臣 ) 6 らい やろ 
べべ 経 ご 紀洋 打 phG 包 編 は つ し 37 
廊 mS Hm () 守る S 虹 時 近 G 
「 選 入選 6」^JNSNG? 

や ぐる G 言 舞 時 展 寺 広 G 鉛 演 
競 J 法 功 い ロ く る 光 GS 表 妃 聞 時 
ey: さよ こぐ Pt SC ここ 
や 避 器 谷 己 つ し ろう ン G 公 多雨 選 相 
還る や ゴー で G 肘 握 K48S 
46n8 坂 儲 つ お る? 
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夜間 の 客数 減 を カバ ー す る 
朝 昼 需要 の 取り 込み 方 


夜間 に 出歩く 人 た ち が 減 っ て いる 。 も ちろ ん 、 運 送 業 者 や 工事 関係 者 、 医 療 
従事 者 な ど 、 夜 間 に 仕事 する 人 た ち は 多 い 。 し か し な が ら 、 少 子 高齢 化 や 若 
者 の アル コー ル 離 れ な ど が 影響 し て 夜間 の 需要 は 徐々 に 縮小 の 傾向 に あ 
る 。 そ れ に 加え て 新型 コロ ナ だ 。 本 年 10 月 、JR 東 日 本 は ら 081 年 春の ダイ 
ヤ 改 正 で 首都 園 に お ける 終電 時 刻 の 繰り 上 げ を 実施 する と 発表 し た 。 終 電 
前 後に 駆け 込む お 客 様 の 動き は 確実 に 前 倒し と な り 、 そ れ に 合わ せ て 、 
人 々 の 動き は 徐々 に 昼間 時 間 帯 に ルフ ト し て いく で あろ う 。 

本 特別 企画 で は 、 こ うし た 時 間 帯 の 変化 に コン ビニ の 売場 は 、 ど の よう に 
対応 し て いく 必要 が ある の か 、 店 舗 オ ペレ ーション に 詳し い 筆者 が 、 新 た な 
体制 づく り 、 売 場 づ くり を 提案 し て いく 。 


Photo by buritora / PIXTA( ビ クス タ ) 
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1@ 設 語 <GMSLQSHH6 で 刀 「 抽 毅 H 宮 」 
G 肖 組 が へ PSNG" 守 負 3p 公 
NQ「 秋 様 G 著 許 」 和 を 「※ く NN 
へ KK」 宮 7 HPHAS 中 昌一 多 
ーS 記 し 880 店 は YO で 部会 
^6nS ト ー ジ 公論 衣 応 で で NG46 い 
EPSJPSN 二 まき に NE] 
比 つ 尽 揚 mH8DxOnQo/ 志和 壮 写 移 


有 の に 設 二 photen8 べ 羽 肖 家 つ 
すさ いい っ いよ こう こび て 
t 回 ′” 導 淫 し 8JG 中 ロー ペール 
に さい ペー ドー さ vPIGEe/ 
マン” G 革 所 守 愛 Ne に 根 雪 的 
療 琵 ・ 豆 - ゴ h\@ 妃 人"「 秦 ・ 咽 」 


wanxsswxz 了 訟 故 べ 


妹 注 和 つ 本 舞 WS 嘩 RB いろ ピ 
YWP スマ "6 和 h38 に 6 会 品 41 衝 ) 
つい し 過 ぶ 容 褒 未 衣 定 じ ONGR ト 
ロー 装 「 y で 結 WW し pn る つ 
婁 人 ン 居 弄 )JJH IN ポ ーRIKp を 
RS 中 本 ユ ー ロ いろ し M 誠 つく マン“ 


中 N 也 娠 「 上 D 隔 訪 」「 過 D 地 B」@ 鬼 


6 村 半 雇 ・ 喚 宙 G 呈 振 W の くろ 心 尾 
劉 紀 < い @ 和 宮守 宗 嘩 じ ス NTA 
1 訴 記 の 移 ン 話 深 似 局 ロ いろ に 党 
選 じ ろり ( 図 帳 〇 )* 

TH ロ ホ ぐ 鈴 慰 水 K 尽 宮 ポ で Ns 
鑑札 勾 王 *@ け は 到 和 Ne「 引 で 」 
GS や 6 い S06 穫 所 で Oo Fo て 
jN 全 守 と キハ で ー へ 8 し べら 演 富 


30W ン RGENO4end6 い 的 過 5 
つ 人 S つ HH ロ ロ 扱 生 NG 隔 有る 和 浮 で 
し 所 838 他 ろ 姜 ソン 音 う つ 
ピル KG 四宮 記 3pyGe で 7「 綴 」 
対 型 むしり に 褒 pN0 ろ いけ 沼 
串間 守 8 ひし 0 丸 " SE 宮 く 入 
ー へ S 失 記 提唱 8 親 じ 8 訪 選 
容 く ⑪①" 》6 和 譜 午 史 貞 や NG 人 S「 ペ 一 
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表 ① 新しい 環境 変化 


マス ク だ け で な く 、 周 辺 
ニー ズ も 高まる 


アイ テム の 


お 店 に 新しい 
「 モ ノ 」「 コ ト 」 を 求め る 


ピー ク 時 間 の 変化 
「 密 」 を 避け る た め の 


在宅 ワー ク の 継続 


来店 時 間 の 変化 


お うち 時 間 の 演出 
「 手 料理 」「 ま と め 買 い 」 


さま ざま な 変化 を 分 析 し 、 品 揃え や 店 舗 の 体制 に 活か すこ と で 、 


時 代 の 先 を 行く コン ビニ を 目指 す 


や 土 室 」" 

呈 ロ Gー 苔 や 玩 9 人 SQ 選 半 と い 
っ し せ 「 | 怪 避 得 聞 YO-S 江 球 世 
9@」 っ JSneerd6H ロホ 湯 に 汗 ぐ で 
ペー 人 守 。 邊 計器 や Ye の りく 心 悪 茎 
選 6 避 叶 る 並 認 公 避 員 っ 並 語 6 し 7 
豆 e38「 二 諸 公 Q マ 閉所 
尿 仙 9 回 ン 」 う る 必定 要 忌 位 つ 
し ni” 36 刀 中 G 記 琴 公 県 窒 
世 つ 選 の ” 名 咽 @ 環 漂 交 志和 を る 
つの" p つ ント て へ 必 王宮 
ム 細 NN@ 起 雪 め 弄 上 W じ っ 197 

JJ3)38 衣 誤 の つ し に 「 る いし 
大 つ ろ p ぐ 玩 婁 当 ン 販 eh9 可 守 」 
3 つ OMSTHAS1IS 愛 正 還 埋 装 軍 る" 
競 旨 人 の 定 甘 窒 肛 の 直る 選 の る ろ 6 
AA” 

ロロ ホ S 鈴 来生 で 公 p 轄 っ じ 
る ン リリ 3) 対 間 RN64)7「 一 並 語 親 刀 
SG 洲 抽 人 実 expGS” コー ふ 演 
唐 38 員 と 6” 会 0 一心 並 語 エー 
ふさ mh っ) 表 地 jpW ン NG」 うり 
っ 心 湯 で 33" 人選 p 思 スス シリ) 


間 ! ト で ユー 思 


EE 
州 凡 叶 員 人 の 
ED で 【 を て コ 


6 和 hp38 ト スー 協 ES 王 Pyp7 ※※ 


公 且 Y9Y0 で NOT 4JXSN64)′ 一 必 密 
記 は 4⑪ や し 札 球状 ンー 全会 
ひい 時 上 並 下 " 己 穴 対 甘 肖 じ 業 症 し 
ON9 公 3 る JAJ 守 較 隔 8 り ウン 
Je* 

6 刀 " 且 下 壮 G 因 回 つろ い E 公 
時 は 四 綴 6 ン 地 人 宣 本 を 6 で 


Cm に CNS 


ぐ 6 じ Sn8 舌 Kー ベ ー し 8 
ツー HAS し 毅 く つる いる)m" 
っ で る Ne「K 一 ミー ルー よー 宮 況 
逐 で で 選 」 公団 憶 Y り で NG けり 3)p 
小 完 YO で NGP 

妄 ・ 詳 倍 ぐ 江 語 挫 ぐ 選 二 詳 弄 8 
褒 人 OO” 穴 ・ 史 G り 一心 演 語 G 地 
守 G 弟 上 ′ 旨 4 ら ベー ベー 記 記 逐 人 で 
で 選 只 約 つ レ スン リリ) も / 過 陸 
坦 二 交 細 思う スン る いけ 4 
中 リー ヘー ル 愉 肖 宮 己 寺 的 是 8 生 
徐 そ へ て め る JJ 案 人 Se" 
YNSCNEE い CSJkxd)W に 3 
ーnS し " 在 記 避 WW じ くる ン リ 
りつ Akn" 


思 を 投 苦 2 いひ 応 語 電 人 KK で トコ ぐ 
紀 ぶ 雇 恋 きい うじ 選 じ ろ 聞 巡る 
( 図 人 ぐ )” 紀 井 K に て トコ 選 下 つ し 


3 麗 座 ぐ 征 忌 っ 軸 賑 王 *3 ぐ 選 雪 人 7 


半生 親 錠 ぐ 望 選 jp 生 や し ツン hG? 
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の か か る 商品 の 品 揃え に 注目 
・ プ レミ アム アイ テム の 品 揃え 
レ 高 額 ア イ テ ム で 品 揃え の 幅 を 

広げ 、 競 合 と の 差別 化 を 図る 


・ パ ウチ 惣菜 で 生鮮 品 の 


ポイ ント ⑤③ 
食卓 の 一 品 と し て の 


購入 を 目指 す 


品 の 認知 向上 も 狙う 
で きる こと も アピ ー ル 


・ 非 デイ リー と の 組み 合わ せ も 


レ 立 地 に 関係 な く 、 品 揃え を 推奨 鱗 系 や 煮物 な ど 、 調 理 に 手間 


レ 朝 市 の よう な 取り 組み で 生鮮 
レ ワ ン スト ッ プ ショ ッ ピ ング が 


・ 生 鮮 必 は 朝 の 時 間 番 に 注目 品 揃え を カバ ー 


「 ス ー パ ー」 の 
代替 と な る よう な 
使わ れ 方 を 目指 す 


ポイ ント ① 


内 
還 き 
罰 和 
パ 。p ミ 
交 
電 天 全 
公 8 量 
F 粒 : 
5 久 」 
Ln に 
の さ 


円 
量 


Lu 
けり 
揚 
1/ 
つ 
晶 
世 


・ 朝 の 時 間 を 有効 活用 
早く 、 ま た 長く 続く 。 


レ 例 年 より も ピー ク 時 間 は 


6 
Me 
上 
】 
地 
3 


ポイ ント ②③ 


に 


デイ リー の 取り 組み の ポイ ント 


も ちろ ん 、 肉 系 、 魚 系 も 品 揃え 
レス ー プ 惣菜 や カッ プ サ ラ ダ な 
ど と の 組み 合わ せ 提 案 も 


「 売 れ 筋 商品 の 売り 込み ピー ク 時 間 を 意識 し た 
天 類 


型 」 か ら 「 バ ラン ス 型 」 売場 づく り 


の 品 揃 え へ 


レ 女性 向け の 小 容量 アイ テム は 
レバ スタ 、 グ ラタン ・ ド リア [ 


注目 
レベ スト リー と の 買い 併せ で 


ポイ ント ① 


* 
ロ 


図表 ⑧ 


JS% 唱 つ し pvG 愛 豆 交 詳 つ 
nO′ 窒 く ne38 和 G 寺 鉛 写 全 る 
VN9 革 し くる 人 Sv で rQG 起 湊 
ぐ 物 撃 翌 天明 和 や N の 会 の っ 愉 り 3 
こい EEvJN マ 2 

30Q8 栄 下 室 咽 有 は AN いつ スン 
し 史 り 一 ふぐ 宙 地 勝 的 公選 束 
さこ タ < と この や づ PF く ぴこ と 
「 章 神村 囲 山 公 避 く NAK 居 く 」 
ずるい 握 家 し ′ 財 公 ieM 了 や つじ 
リーK 反 介し 0Ne4n 半 相 理 史 寺 
WW ろか 刀 っ 

生 親 幅 要 つじ "JSTH 容 
し 半 鹿 G 嘱 っ や ペン 生 親 ぐ G 辱 〇 宮 
京 寺 淫 つじ る 1@ 品 引 め ぬっ BS 
篤 。 礼 容 志 記 直 jp の 丸 介 DR 詞 
豆 お ぶり そ て 和 員 SG)J 財 人 KAN ト (0J 
奏 ぶ 有 ) を ′ 明生 wwNS 生 害 つ 
いじめ p 締 ぐ 層 を 憶 淫 ” 安 際 JINA 
K や ツン 本 畠 呈 h ら JJ 釣 肖 才 つ う " 
8 で 絶 画 で KN で トイ PS で 3 
KK 一心 訓 欄 SN 中 INAADS 回 世 
NEINmEo い JFNE 
社 局 くだ し 8 ンジ 6 いつ An” 蘭 主 
ペー 「 斑 洒 親 o : 1J 岩 べ 
Q : 届 全 生 伝 箱 の 」 つ ろり 刀 下 n8 
RS" 電 后 富 己 二名 恒 ン 6 
宗 宮 "時 玉 斗 良 る 生 親 賑 3 
に の も やや も 1EFS バ P 
で 員 G 等 写 3 午 細 6 本 畠 N し 譲 
守 丈 守 を つづ” 拉 G 壮 語 認 つじ 操 


性 守 8 半 抽 @ 員 る 下さ 和 を 生 親 寺 甘 
や 紀 握 の 光 知ら 條 4) 装 ” 迄 中 3) 
つじ 意 選 じ 得 ン 4J46 っ KT 

凡 藤 "SN へ 吾 下 つじ 所 
皿 G 議 選 半 深め 46N0 和 人 R「R SN 
計ら : KA: RNNAAA・ 和 と に 
Q」 ン SS て ペー 人 勾 7 枢 可 しめ 
トー 人 る N ン 3JpQ 会 避 
癌 8 飛 詩 つじ 志 購 稚 装 ( つ じ 旨 所 
る "8 県 。 RNNAA・ と さい 茹 つ 
し 3 ぐー ホー 賜 洗 8 ソン 井 路 
S 得 革 の つじ 井 ぐ Jerene 楽 つろ 雪 
引 代 つじ N6S 居 所 る" 

己 豆 り 貴 放 jpNeKw77 へ 和 せ 認 つ 
し 4" 一心 並 室 案 員 ン 所 人 Q 介 選 固 
る 必 け 40 的 OR で 967 史 G9 一 
ふやし 選 球状 ン ム お N6 
っ nt6o487 生 親 骨 " 製 苦 Jp" 
宮 G 避 胃 いじ 員 G 選 穴 交 いい ント 
うっ mw 一色 対 提 0 じ 調 交 上 っ? 

HAS)1S 突 4n 4 計ら ちさ へ 人 
穫 TNpN9 JJ 交 司 隊 は 密 @ 過 ぐ 
7 へ 中 )J 諸 財 也 いじ つが 
けり) の し ON6 刀 る 0 一 必 下 7 
穴 選民 所 G 肘 舞 当 0 じ ろ )@ け 3) 
公 酬 人 6 つっ" 径 中 綴 避 店 つめ" 喚 
G 委 吐 綴 ぐ ] 第 玩 頻 拉 を 叶 密 AN 
つじ ろ ン 6 避 競 演じ YR じ 8 
宮 ・ 喚 G 江 配 提 38” 抽 桁 富 補 協 呈 
年 則 J 選 陵 GAA 渋 へ K 選 短 R 
し Ne る 提 NOOY 
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EE 
壮 半 則 り R ニ ー ル 也 つ 性 
唱 選 必中 衝 耕 い 控 (n 


ぶ 桂 Ri ト エ ユー ト で トペ 
ボート ハ ヘ ホ ー ド KG ぐ 地 本 きい くし 人 
避 つ いじ 的 交 刀 2" HH ホ 唱 計 we て 
ANS HAS 所 に め 忠 雪 0 で NG 王 ” 
ベー ミーS 密 つじ" 服 時 G 普 
思 羽 援 編 つ 過 トロ スー 名 記 ら 宮 
共 G 王 < つ は 6 いり レツ)" 

6 和 h 淫 設 宮 明 涯 % 玩 絡 つ や 
っ G 穴 ” 牙 拉 生 名 結 る ひ 8「 計 算 
ト で て 小 」” 00 は K 一 ミー6 補 物 
つじ G 潤 で 民 史 団 半 N6 ト て トト 
9 つい し" ベー ミーG 臣 6 ひろ) 
叶 及 公選 容 選 人 や し SーK つ 
ン 38” ベー ベール 最 っ 16 で 妃 普 ぐい 
っ し 諏 っ 中 一 1KG 到 ご 辻 つ 史 涯 棄 つ 
則 

引 和 壮 弄 じ 3 賜 宮 写 究 G 外 拉 世 
G 昌 品 3J38p3QNQS"「 講 強 貴 王 
往 志 半球 」 の 2 いて ペ 一 人 28SNe 宏 の 
軍 弥 計 壮 型 直 名 元 了 65J′ ベー ズ 
ーS ど 知っ NG 中 電装 肖 つ し ろ ょ 9 
3J4DSN6 刀 SG 必 w77A 和 も 竹 
吾 記 居民 ロ 下 つじ め 計 人 FES 徳 く 包 
四 缶 引 つ じ 更 的 貞 る 7 祥 人 る Synn38 
尽 公 つり 駆 加 公 汐 千 6NG 計 加 汐 王 ( 
GS 光 389S@ 語 製 論 展 勾 革 6 の 
た IE が すい LUIOEEEwAny.ー コ 


人 韻 凍 D 間 OMY 

ベー ミーS 和 うろ 心 守 宮 全快 る 
67 財 癌 で トコ お し マン 銘 
叶 S | 本 JJNSNererrne く 必 下 吾 可 
5 得 和 和 措 ぐ 昭 っ 握 E の SN6 選 
や 喘 寺 し め 羽 映 に て トコ 7” 己 で 
振 い て トコ 3 所 際 く 本 半周 けれ 8 っ 
en YS 翌 選 を 選 府 @ 発 誠 
MK 居 いじ 電 JJyTT 

40QB く 必 邊 鶏 様 じ 381 10S 滞 で 
ハエ 8 得 R つ し 8 つる 7 103" 時 
せ 導 や 尺 寺 織 相 し 3 尺 ペ ー し 0 る 
SS の リ ビ に vvN バ ON 


回 千 I ト ユー 陣 員 


| 計 HWOHu5=p= | 
下 彫 蘭 記 国選 つい 
つ ヾ トト 人 褒 思 紀 


に mo 
Ne トス ユーコレ 「 計 口 赤 晴 」 対 
竹 お 刀 く ? 直人 上 語 室 隊 ン 光り 丸 けり 
8 の" 設 本 NG 居 近 公 妥 刀 
りり 的 で 87 1 ロー ペー ル さ せ 
委 ろ ロロ リー 人 KK 穫 軍 60 っ hGS 渋 生 
ユー る ht” 症 品 りり し 8 ベー に 
一 室 光 で で 選 交 団 測 や NG ぬる S 呂 
ご 志 計 つい" 語 口 曲 rG 切 窒 玖 
1 1 いつ し 選 る ( 図 剛 ⑨)* 

1 0m 和 SKK 和 AI ト T を nAJ-S620 


並 評 人 SN@ 菜 定 史 20「 半 強 r ま じ 
ミー し 結っ 天 揚 史 拓 必 下 席 鐘 
も 宮 n」 つっ い ペー 公 し 亜 畠 加計 
臣 つ スン)7 

や つ に pn | OS 系 で ハー 公 密 還 
生年 SN トト で 小さ Sc 手記 
多 洛 sh@J3) 和 "ベー ベー@m 旧 畠 
届い heS お や ンー ベー ベー 
し 438 本 選 y つ し くろ 8 っ 6n6 人 て トト 
し 拉 守 所 的 鎖 K6 りう ) 約 無 統 つ 選 2" 
「K 一 ミー 県 い ン 」 所 お 8 マン 
HASjl 避 mm 舞 % 玖 NR6 JJ や 
押 つ ろ 脱 で 選 交 吾 肖 つ 選 っ 


S 記 時 記 所 YO で N6「 層 人 K」 いで 
中 110 思 8 府 ぐ めくり 和 を 設 簡 ぐ p 
6 丸 3 語 肖 股 癌 2J′ 彼 席 ぐ 「 短 
杏 剛 」 ト て ト 選 ベー ベーS 写 物 
うつ いし 中 向 交 紀信 N6 刀 人 る 選 p7 
JSI IOSKvNSKS で 小包 軸 写 
GS 二 生 の 望 区 <G で や N の JP 楽 
過 選 時 昌 的 計 刺 天 知り うり 氏 較 英 光 

ぃ い レツ tiG“ 

肖 本 当て ト ゴ 選 下 つじ うろ 87 
KAN ト T う 人 K 入 ヘー に KJ7 言 
日 @EESS ト スー し 「 無 NK ト 
て 小さ 十 生 富 VRAN で よ コ 」 う の ろり の 刀 
演じ 認 列 つく m い 排 叶 DNSNG セ る 
y だ 中 色 凌 で 4mn” 8 記 38 思 ソン し 愛 


足 和 phN@ り 39 咽 弄 志 は へ て ト 心 也 汐 
aein My 己 守 NW「 号 民 時 
宏 つ 8 ぐーK 公 字 6N9 人 SQ 
8 交 喘 電 培 じ 較 府 pNO」 nA6 い 
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「 集 > 2021 年 コン ビニ 改革 の 行方 


月 号 予 告 (12 月 24 日 発売 ) 


集 ) 値下げ ・ セ ー ル 販売 の 手法 


特集 2020 年 コン ビニ 10 大 ニュ ー ス 


※ 特 集 は 変更 に な る 場合 が で ざい ます 。 
に も 人 だ ツ る ち 点 は し お 感 自 い ロ ん が れ て う 理 生 い 楽 し 
/。 は 商 け ト だ 店 型 っ た な 染 動 ラナ な あて 必 に 性 活 て し た 和久 
失 南 多 列 の と け は 店 ダ 仕 し 対 化 文 欄 こ る いす ず な と の くみ し 
ま 売 い が 店 連 の "従事 の 策 ' 字 で と が た し つ 安 一 れ に 毎 ぶ 
” の “ 好 に 携 倉 が ク は と や セ を 加 い つい “も た 易 端 た し 回 り 記 
し 罰 だ き で す 慌 > 増 久 滅 ご 業 ル 時 各 う 大 真 進 が さ が て の 
た 欄 ん で も る と ト え ト っ つろ フ な し こ 事 意 歩 ば 紹 コ い 浅 出 
は まま まま すす も ます も 
に 売 ッ 注 つ ーー い * 日 想 次 
る 作 丘 全 2 カ まあ と くる 化 無 は T る と め な は を れれ 旬 ・ 修 機 
だ わ 理 界 だ | さ し る い の な 信 う 9 生 な 選 直 "で ま の 内 
(を 化 で ろ る やら 5 て ご う 全 た 化 く か 応 い 、 符 因 最 次 だ コ 
手持 す す す も も 
\ に [ 1 sa 
章 お せる / 織 灯 取 う 関 で 介 や "た と ヨコ さち は うま 和合 た て を に 


お 店 受取 り で 送料 手数料 0 円 


セフン - ア イル プン の 


定期 購読 


雑誌 お 取 置き 


サー ビス 内 容 の 
詳細 は こち ら 


「 月 刊 コ ン ピ ビニ 」 の 
ど ご 注文 は し ちら -- 


『 月 刊 コ ン ビニ 』 取扱 店 

@ 丸 療 を ジュ ンク 学 書 店 札幌 店 札幌 市 中 央 区 南 1 条 西 1-8-2 丸 井 今井 南館 容 011-223-1911 
人 @ 丸 普 丸 の 内 本 店 2 階 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-4 容 03-5288-8881 
@ 娠 泉 ブッ クタ ワー2 階 東京 都 千代 田 区 神田 佐久 間 町 1-11-1 合 03-5296-0051 
@ 妃 療 を ジュ ンク 堂 書店 渋谷 店 東京 都 渋谷 区 道玄坂 2-24-1 東 急 百貨 店 本 店 7 階 宮 03-5456-2111 
@⑯ ジ ュ ンク 富 書店 吉祥 寺 店 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺本 町 1-1 1-5 コ ピス 吉祥 寺 6・7 階 鶴 0422-28-5333 
@ 刃 療 多 摩 セ ンタ ー 店 東京 都 多 訂 市 落合 1-46-1 コ コリ ア 多 摩 セン ター5 階 合 042-355-3220 
⑯ ジ ュ ン ク 堂 書店 岡島 甲府 店 甲府 市 丸の内 1-21-15 岡 島 百 貨 店 6 階 人 055-231-0606 
@ 入 立松 本 店 長野 県 松本 市 深志 1-3-11 コ ング ロ M 合 0263-31-8171 
@ 紀 伊 國 屋 書店 グラ ン フ ロン ト 大 阪 店 大阪 市 北 区 大 深町 4-20 グ ラン フロ ント 大 阪南 館 容 06-7730-8451 
@⑯ ジ ュ ン ク 滞 書店 大 阪本 店 大 阪 市 北 区 堂島 1-6-20 堂 島 ア バン ザ 合 06-4799-1090 
丸善 & ジ ュ ン ク 滞 書店 梅田 店 大 阪 市 北 区 茶屋 町 7/-20 チ ャ スカ 茶屋 町 合 06-6292-7383 
@ ジ ュ ン ク 堂 書店 名 波 店 大 阪 市 浪速 区 湊町 1-2-3 マ ルイ ト 難 波 ビ ル 3 階 傘 06-4396-4771 
@⑯ ジ ュ ン ク 堂 書店 広島 駅 前 店 広島 市 南 区 松原 町 9 福屋 広島 駅 前 店 会 082-568-3000 
@ 丸 療 広 島 店 広島 市 中 区 胡町 5-22 天 満 屋 広島 八丁 堀 店 7 階 ・8 階 容 082-504-6210 
ジュン ク 室 書店 福岡 店 福岡 市 中 央 区 天神 1-10-13 メ ディ アモ ー ル 天神 全 092-738-3322 
@⑯ ジ ュ ン ク 堂 書店 鹿児島 店 鹿児島 市 呉服 町 6-5 マ ル ヤ ガー デン ズ 5 階 ・6 階 合 099-216-8838 
@ ジ ュ ン ク 堂 書店 那 店 悩 穫 市 牧志 1-19-29・2 階 容 098-860-7175 
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1 冊 で も 送料 無料 で お 届け で きま す 。 


お 支払 い は 銀行 振込 、 コ ン ビ ニ ま た は 郵便 局 か ら 振 込 用 紙 で の お 支払 い 、 
も し く は Web サ イト か ら ク レジ ッ ト 決 済ま た は コン ビニ 決済 を ご 利用 いた だ け ま す 。 


タブ レッ ト 、iPhone、 ス マー ト フ ォ ン 、PC で 読め る 
電子 版 も ご 利用 くだ さい ! 詳し く は 、commerce.media で ! 


ョ コン ビニ は 『 紙 版 と 電子 版 』 で 年 間 購読 な ぉ 委 


人 電子 版 ア プリ は ・・ 

App Store ま た は Google Play で 1 穫 

「 コ ン ビ ニ デジ タル 」 で 検索 ! 料金 1 430 円 税 ・ 送 料 含 む 
人 電子 版 だ け を 購読 し た い 方 は …・ 


ダウ ン ロ ー ド し た アプ リ で 電子 版 を お 求め くだ さい 


| 1 年 間 プ 12 冊 
で 拓 面 で 定期 財 読 いた だ いて いる お 客 様 は ・… 15.400 > 
http://commerce.media で 会 員 登 録 し て いた だ き 順 読 料金 L」 円 税 ・ 送 料 含 む 
発行 され た デジ タル ID を 使っ て 電子 版 ア プリ で 
恋 面 を ご 覧 いた だ け ます 電子 版 だ け 購 読 し た い ! 1 冊 単 位 で 電子 版 を 読み た い ! 
ーー ュー 1 と いう お 客 様 は 、iOS を お 使い の 方 は App Store か ら 、Android を お 使い の 方 は 
1 Google Play か ら お 求め いた だ け ま す 。 


お 申込 み 、 お 支払 い に つ いて 


イン ター ネッ ト 
品 http://commerce.media 


記 計 雪 Web サ イト の 年 間 時 申込 画 面 に 必要 事項 を ご 入力 の うえ 送信 し て くだ さい 。 
お 申込 み 法 還 あ ご 
fo] TEL . 0120-62-5515 FAX .03-6800-2123 

読者 サポ ー ト 窓口 ( 平 日 9 :0 0 て 1 7 :0 0 受付 土日 祝 休 ) 
FAX で の お 申込 み は 下 記 の 申込 用 紙 を コピ ー し て 、 必 要 事 項 を ご 記入 の うえ 送信 し て くだ さい 。 


和 和 振込 、 コ ン ビ ニー また は 郵便 局 か ら 括 込 用 紙 で の お 払 い 。 | 人 多 の 請求 午 を 。 
上 もしくは Web サ イト か ら クレ ジッ ト 決 済 また は コン ピ ニ 決 流 。 | こ 生 の A 


毎月 の 発売 日 前 後 着 予 定 で お 届け し ます 。 芝 を 付け て くだ さい 


お 申込 み 日 年 月 日 


書 FAX:03-6800-2123 
ーー RTRPPR 」 コン ビー 月 


1 年 間 の 購読 を 希望 し ます 。 


※ ど ちら か に 軌 を 


付け て くだ さい か 


※ 不 要 の 場合 の み 
切 を 付け て くだ さい 


※ マ ンション ・ ビ ル 名 、 企 業 名 、 店 名 等 も 必ず ご 記入 くだ さい > 
@ 


※Web か ら お 申込 み の 場合 は 、 ク レジ ッ ト 決済 を ご 利用 いた だ け ま す 。 
※ 請 求 書 ご 希望 の 場合 は 、 メ ー ル に て PDF で お 送り 致し ます 。 


コン ビニ 、 郵 便 局 で 振込 用 紙 で お 支払 い 


に 議 拓 入 手数料 は お 客 様 負担 と そ せ て いた だ いて お り ま す 。 旬 年 間 購 読 料金 に 、 別 冊 ・ 臣 時 増刊 呈 料 金 は 含ま れ て お り ませ ん 。 旬 ご 連絡 いた だ いた 住所 や メー ル ア ドレ ス に 、 小 社 より 事 
くだ さい 務 連 絡 ほか 各種 ご 案内 (刊行 物 、 セ ミナ ー、 展 示 会 な ど ) や アン ケー ト 、 広 告 主 の 製品 や サー ビス の ご 案内 を お 送り する こと が ご ざい ます 。 欠 各種 ご 案内 を 希望 され な い 場 合 は 、 上 記 申 
込 書 「 各 種 ご 案内 送付 」 欄 の 不要 に を 付け て くだ さい 。 な お 、 小 社 の 個人 情報 保護 に 関す る お 問い 合わ せ は infoecommerce.media に お 願い いた し ます 。 


LIBSN、 回 _ Bm 


生 YbZ 研 緊 呈 る! 需 工 CZ ( 呈 大 日 VZ 回 1 目 吾 ) 革 加 日 ャ 2 日 り 吉 020Z 


TAJ EEE EL の 0 トー よー 


ir 当 中 活 


「a 1 


凍 青 Ll ほぞ 広中 皿 浴 等 幹 6Z00-IEZ エ ニーズ ・ ル レン の ・ イ イー 生 下 吉朝 時 


TOSHIBA 


東芝 テッ ク は レシ ー ト の 東芝 テッ ク は 不要 な 
価値 を 電子 化 FAX 紙 を 再 利用 


電 ゴ レシ ニー トリー ピピ 


ベー パー リユース 複合 機 
PAPER REUSING SYSTEM 


し 〇 ロロ ら 


ルー ブス 


レジ 近く で 見 か ける 大 量 の 捨て られ た 毎日 の 業務 で 発生 する 大 量 の FAX や 
し 2 クー ボン や お 店 か ら の コピ ー。 紙 に 出力 する こと で 利用 
メッ セー ジ 、 家 計 簿 の 元 と な る 価値 が 高まる も の の 、 一 度 き り 
お 買上 げ 明 細 な ど 、 情 報 が デー 目 を 通し た だ け や 、 ひ と 目 で 
詰まっ て いる に も か か わ $$ 不要 と わか る も の な ど が 
ら ず 邪 廃 に され が ち 。 電 大 半 で す 。 ペ ベー バー リ 
子 レ シー ト サ ー ビ ス 「 ス Ay ユー ス 複 合 機 Loops 
マー トレ シー ト 」 は 、 か な の で は の は これ ら の 紙 に 「 破 乗 
さば る 、 な くす 、 計 算 し する 」 だ け で な く 「 消 し 
に くい と いっ た 紙 レ て 再 利用 」 の 選択 肢 を 
シー ト の 徐 点 を すべ て | る つ た し $ な し ) | 追加 。 一度 き り で 捨て 
解決 。 「 価 値 ある 情報 を ag たき る の は も っ た いな い 」 の 
捨て る の は も っ た いな い ] 発想 か ら 生ま れ た 東芝 
の 発想 か ら 生ま れ た 東芝 テッ ク な ら で は の ご 提案 で す 。 
テッ ク な ら で は の ご 提案 で す 。 [ 攻 あ 2 ルー フス | 検索 
[ 呈 セ テック スマ ー ト レシ ー ト | 検索 1 


ヒー テー へ 、 リテール ・ ソ リュ ーション 事業 本 部 営業 推進 部 
TOSHIBA 東芝 テッ ク 株 式 会 社 41562 宮川 区 大 二 人 1 ゲー トシ ティ 大 峡 ウエ ネタ ワー 


https://www.toshibatec.co.jp/ TEL03(6830)9220 FAX03(6684)4002 
LRb 希望 の 方 は お 葉書 、FAX、 @ お 華 書 、FAX の 場合 は 、 商 品名 を 明記 し 、 お 名 前 、 ご 住所 、 お 電話 ホ 場合 は 、 ホ ー ム ペー ジ 右上 @ 味 社 は 、 お 客 様 の 個人 情報 (氏名 ・ 住 所 ・ 
た は ホー ムペ ー ジ で お 申し 込み くだ さい 番号 を ご 記入 の 上 、 お 棄 書 は 上 記 住所 まで 、FAX は 下記 番号 まで 電話 番号 ) を 、 カ タロ グ や DM の 装 等 に 
お 送り くだ さい 。 ニーー。 きい 。 そ の 際 、 「 伯 名 商 利用 させ て いた だ く 以 外 の 用 達 に は 利用 

東 テ ッ ク し 検索 上 Es 包 03(6684)4002 PO せ ず 適切 に 管理 させ て いた だ きま す 。 
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